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2025 Vol.186 栃木市マスコットキャラクター

とち介

11日日1日1組貸し切りの家族葬に特化した式場です。

24時間365日受付
※式を行っている場合、ご見学いた
だけないこともございます。電話で
事前の確認をお勧めしております。

家族葬専用式場
2024
族葬専

111月

用式場専
月OPEN44 11年

りの家族葬に特化した式場です。
栃木大平店

家族葬ホールつなぐ
栃木大平店

栃木市大平町新984-7

家族葬ホールつなぐ

　こども家庭センターが皆様にとってさらに身近な相談支
援機関となるよう、愛称を募集した結果、相談窓口の愛称
が鈴

す ず き
木琴

こ と は
葉さん考案の「とちはぐ」に決まりました。

　8月 7日、栃木保健福祉センターにおいて表彰式を行
いました。受賞された皆さんおめでとうございます。
　今後、「こども家庭センター相談窓口とちはぐ」が、皆
さんから親しまれ、愛される窓口となるように努めていき
ます。

こども家庭センター相談窓口の愛称が
『とちはぐ』に決まりました

今月の表紙

03 市政トピックス

04

06

特集

１. 戦後 80 年 栃木市の非核平和事業
２. 栃木市は「オーガニックビレッジ」へ

08

今月の注目情報
第 14 回歌麿まつり～歌麿の愛したまち とちぎ～／令和 7 年度栃
木市各地域文化祭／栃木市民スポーツフェスティバル 2025 ほか

11
きらりとちぎ人
    ふじおかおはなし会  コロポックル代表  鯉沼 裕子 さん

14
Information

14 お知らせ ／ 17 募集 ／ 18 催し ／ 20 講座・スポーツ

22 関東どまんなかサミット情報

23 みんなの伝言板

24 子育て広場

26
健康情報

がん検診を受けましょう ほか

28 文化芸術・プロスポーツ

30 まちかどニュース

32 わが家の天
エンゼル

使

　今月の表紙は、7月 23日から 25日にかけて、長野県上田
市にて開催された「第12回全国高等学校7人制ラグビーフッ
トボール大会」で初優勝を果たした國學院大學栃木高等学校ラ
グビー部の皆さんです。25日に行われた決勝戦では、5トラ
イを奪い大分東明高等学校に33-7 で快勝し、1988年の創部
以来の悲願を見事に達成しました。
　國學院大學栃木高等学校ラグビー部の皆さん、
優勝おめでとうございます。

栃木市の人口
人口 152,101 人 (‐12)

男 76,283 人 ( + 21)
女 75,818 人 (‐33)

世帯数 68,242 世帯 ( + 101)
　※住民基本台帳より　7 月末現在   （ ）内は前月比

全国高等学校 7 人制ラグビーフットボール大会 優勝
國學院大學栃木高等学校ラグビー部

（写真提供：&rugby）　8月 4日、株式会社岡安興業と「災害時における建築
物等の解体撤去の実施に関する協定」を締結しました。
　この協定は、地震や風水害、その他の災害が発生した場
合において、早期に建築物の解体撤去の協力を要請し応急
活動等で支障となる被災建物の解体撤去を目的としていま
す。

災害時における建築物等の解体撤去の
実施に関する協定を締結

災害からの迅速な復旧へ向けて連携して取り組んでいきます

　8月 4日、有限会社岸興業と「災害廃棄物処理等の協
力に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害が発生した場合において、災害廃棄物
の収集運搬、中間処理の協力を要請し、迅速な災害廃棄物
処理に対応することを目的としています。

災害廃棄物処理等の協力に関する協定
を締結

災害からの迅速な復旧へ向けて連携して取り組んでいきます

　8月 7日、栃木市空家等管理活用支援法人として公益
社団法人栃木県宅地建物取引業協会を指定しました。この
制度は、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づくも
ので、本市２例目の指定となります。
　空家等の管理・活用等において知見や経験を有する同法
人の協力を得ながら、空家等に係る相談業務やセミナー等
の啓発事業、弁護士や司法書士等と連携した取組などを実
施し、空家等対策をより一層強化・推進していきます。

空家等管理活用支援法人を指定しました

連携して、より一層の空家等対策の強化に取り組んでいきます

最優秀賞『とちはぐ』を考案した鈴木琴葉さんは写真左から３人目です

広報とちぎ 2025.103 2



戦後 80 年 栃木市の非核平和事業戦後 80 年 栃木市の非核平和事業
特集 1特集 1

　栃木市では、栃木市非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、戦争の悲惨さや核兵器のおそろしさ　栃木市では、栃木市非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、戦争の悲惨さや核兵器のおそろしさ
を伝えるとともに、命の尊さや平和について考える機会を設けるため、今年も各種啓発事業を実を伝えるとともに、命の尊さや平和について考える機会を設けるため、今年も各種啓発事業を実
施しました。施しました。

　8月 14日（木）から 17日（日）までの期間、とちぎ岩下の
新生姜ホール（栃木文化会館）展示室において、丸木美術館所蔵
の「原爆の図」の複製画や、市ゆかりの彫刻家で版画家の鈴木賢
二氏の「平和を世界に」等を展示しました。16日（土）、17日（日）
には小ホールにおいて、市民の方が企画し、制作した朗読劇「泰
山木の木の下で」を上演しました。

　8月 4日（月）から 15日（金）までの期間、本庁舎4階において、第二次世界大戦末期に使用した飛行服等の
現物資料や広島・長崎への原子爆弾投下後の惨状を収めた写真パネルなどを展示しました。

　また、市内6図書館でも、8月 1日（金）から31日（日）までの期間に原爆写真パネルやポスターの展示とともに、
非核平和関連書籍のコーナーを設けました。

【派遣団員の活動報告からの抜粋】
平和記念資料館
当時 13歳だった折

おりめん

免 滋
しげる

さんは、8月 6日に爆心地から600ｍで被爆し、骨になった姿で真っ
黒なお弁当箱を抱えているところをお母さんに発見されました。滋さんのお母さんは、滋さん
の遺体の下からどんな思いでこのお弁当箱を取り出したことでしょう。私は、この真っ黒なお
弁当箱を見て『核を絶対に使ってはいけない』『人類と核は共存できない』と思いました。この
お弁当箱を寄贈した滋さんのお母さんは、このお弁当箱を見るたびにとても辛い思いをしたと
思います。それでも、『原爆の悲惨さ』『命の大切さ』を伝えるために寄贈してくれたお母さん
の気持ちを、私たちは心に刻まなければいけないと思いました。

平和記念式典
こども代表の平和の誓いの中で「私たちが、被爆者の方々の思いを語り継ぎ、一人一人の声を
紡ぎながら、平和を創り上げていきます。」という言葉が特に心に残っています。今回の派遣で
ヒロシマの歴史や原爆の大きな被害と恐ろしさ、また今も核兵器の脅威にさらされ続けているこ
となどを学びました。今、きれいな服を着ておいしいご飯が食べられていること、たくさんのこ
とを学ぶ機会があること、笑って当たり前の日常を過ごすことができていることの幸せやありが
たさを実感することができました。分かったことや学んだことを少しでも多くの人に伝えて、平
和を創り上げていけるよう頑張ろうと思いました。

元安川灯ろう流し
灯ろうには亡くなった方々を悼み慰霊する気持ちを込めました。今の広島からは80年前の悲

惨な光景は想像がつきませんが、原爆ドームだけは当時のままで、かつてここで多くの方々が
被爆し、今も苦しみ続けている人がいることを思うと胸が締め付けられました。私が実際に広
島に行き、戦争、核兵器への意識が変わったように、一人でも多くの方が戦争や核兵器の恐ろ
しさを嘆く原爆ドームに足を運び意識が変わることを願っています。これ以上辛い思いをする
方がいませんようにと祈りを捧げると同時に、もう二度と同じ過ちは繰り返しませんという強
い意志を込めて灯ろうを流しました。

平和学習の集い
平和学習の集いに参加し、大切なことを二つ学びました。一つ目は、核兵器の本当の怖さで
す。被爆体験講話を通じて被爆者の方々の言葉では表せないほどの痛みや苦しみを目と耳で感
じ、核兵器は一瞬で多くの命を奪うだけでなく、その後の人生にも深い傷を残すということを、
改めて深く心に刻みました。二つ目は、核兵器廃絶に向けて、自分に何ができるか考えて行動
していかねばならないということです。今回の平和学習の集いで学んだことを胸に、身近な人
へ平和の大切さを伝えることや、世界で起きている出来事に関心を持つことといった、自分に
できる小さな一歩を見つけて行動していきたいと思います。

　戦争体験を風化させることなく、後世に伝えていくため、8月 16日（土）に
「戦争体験を聞く会」を開催しました。
　戦争体験の語り部である山

やまぐち
口スミさんと小

おぐら
倉久

きゅうご
吾さんに、宇都宮空襲での体

験や戦時中の生活、学童集団疎開について語っていただきました。

　「広島平和記念式典中学生派遣団」として市内中学校から 2年生 2人ずつ、
計 26人を広島へ派遣しました。派遣された中学生は原子爆弾の恐ろしさを現
地で感じ、戦争の悲惨さや平和の尊さについて学びました。
　8月 5日 千羽鶴の奉納・平和記念資料館の見学
　8月 6日 平和記念式典参列、宮島見学、元安川灯ろう流し参加
　8月 7日 平和学習の集い参加（被爆体験講話、グループディスカッション）

　8月 23日（土）、派遣団員が今回の派遣で学んだことや感じたことを市民
の皆さんの前で発表しました。派遣団員は今後各学校の学校祭などで発表
し、戦争の悲惨さ、平和の尊さを多くの方々に伝えていきます。また、昭
和館から次世代の語り部の星

ほし の
野達

たつ や
哉さんをお迎えし、「残された家族～家族

を戦争で失くした人たちの思い～」と題し、講話をいただきました。

問 総務人事課 ☎（21）2342総務人事課 ☎（21）2342

寄せられた声
「空襲がもたらした悲劇を詳しく知ることができた」
「栃木市に学童疎開に来ていたことを初めて知った」
「貴重な実話に胸が熱くなった」
「 戦中・戦後の貴重な資料をたくさん見ることができ
勉強になった」

「 平和の尊さを再認識した。この貴重な話は伝えてい
かないといけないと改めて思った」

寄せられた声
「心に響いた。来てよかった」
「改めて戦争の恐ろしさを知るよい機会だった」
「 若い人たちに平和の大切さを伝えることを続け
ていってほしい」

寄せられた声
「戦争は絶対におこしてはならない」
「覚えておくべき歴史だと思う」
「 戦争に関する展示等はこれからも
続けてほしい」

戦争体験を聞く会　

広島平和記念式典への中学生派遣

戦後 80年中学生広島派遣報告・昭和館次世代の語り部講話会

とちぎ平和展

とちぎ非核平和展＝ヒカリから光へ＝ 2025（賢二版画絵巻プロジェクトとの共催事業）

広報とちぎ 2025.105 4
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て
は
、
慣
行
栽
培
と
比
べ
て
化
学

農
薬
の
使
用
回
数
と
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

を
50
％
以
下
で
栽
培
す
る
「
特
別
栽
培
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

有
機
農
業
の
効
果
は
？

気
候
変
動
対
策
に
貢
献

　

化
学
肥
料
の
使
用
量
の
削
減

や
、
堆
肥
等
を
活
用
し
、
炭
素

を
地
中
に
蓄
え
る
土
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

　
化
学
農
薬
を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
草
木
の
種

類
が
多
く
な
り
、
そ
こ
に
様
々
な
昆
虫
や
微
生

物
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
中
に
は
害
虫
も
い
ま

す
が
、そ
れ
を
捕
食
す
る
益
虫
も
増
え
る
た
め
、

自
然
の
営
み
の
中
で
多
く
の
命
が
暮
ら
し
て
い

く
環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栃
木
市
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

栃
木
市
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

き
ま
す
！

き
ま
す
！

・
有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
の
支

・
有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
農
業
や
食
の

・
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
農
業
や
食
の

大
切
さ
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
有
機

大
切
さ
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
有
機

農
産
物
を
学
校
給
食
等
で
提
供
す
る
取

農
産
物
を
学
校
給
食
等
で
提
供
す
る
取

組
を
進
め
ま
す
。

組
を
進
め
ま
す
。

・
有
機
農
産
物
を
手
に
と
る
機
会
が
増

・
有
機
農
産
物
を
手
に
と
る
機
会
が
増

え
る
よ
う
に
、
販
売
・
飲
食
の
機
会
を

え
る
よ
う
に
、
販
売
・
飲
食
の
機
会
を

増
や
し
ま
す
。

増
や
し
ま
す
。

・
有
機
農
業
が
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

・
有
機
農
業
が
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
マ
ル
シ
ェ
や
講
座
を
開
催
し
、

う
に
、
マ
ル
シ
ェ
や
講
座
を
開
催
し
、

理
解
を
深
め
る
場
を
つ
く
り
ま
す
。

理
解
を
深
め
る
場
を
つ
く
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
﹃
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
﹄
に
ふ
れ

皆
さ
ん
も
﹃
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
﹄
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？

て
み
ま
せ
ん
か
？

・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
講

・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
講

座
に
参
加

座
に
参
加

・
有
機
農
産
物
を
買
う

・
有
機
農
産
物
を
買
う

・
家
庭
菜
園
で
無
農
薬
に
挑
戦

・
家
庭
菜
園
で
無
農
薬
に
挑
戦

問 農業振興課　☎（21）2384特集２

農林水産省ホームページより
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　期間中は歌麿と栃木に関する展示やイベントを行います。
日時　10月 11日（土）～ 19日（日）
場所　蔵の街とちぎ（蔵の街大通りを中心とした街中周辺）
内容 主な開催イベント
　　・歌麿道中　10月 18日（土）13時 30分～　※雨天の場合は 10月 19日（日）に延期
　　　場所　巴波川会場（倭町）　　
　　・とちぎ歌丸シェ　10月 12日（日）11時～ 15時　※小雨決行、荒天中止
　　　場所　美術館・文学館ひろば（入舟町）　　
　　　その他開催イベントは、歌麿を活かしたまちづくり協議会ホームページまたはチラシ等でご確認ください
問 歌麿を活かしたまちづくり協議会（事務局：蔵の街課）　☎（２１）２５７３

  栃木市民スポーツフェスティバル

 日時  11月16日（日） 10時～15時
    場所  栃木市総合運動公園（川原田町）
   ※駐車場：栃木市総合運動公園の各駐車場　持物：体育館シューズ

　昨年度に引き続き「だれもが自由に参加して楽しめるスポーツイベント」として、市民スポーツフェス
ティバルを開催します！競技スポーツやニュースポーツの体験会、プロスポーツチームによるブース出展、
スポーツジムのブース出店など、栃木市のスポーツの魅力が大集結！（※雨天時は内容を一部変更し開催）

やってみるやってみる

20252025

栃木シティフットボールクラブ（サッカー）
栃木ゴールデンブレーブス（野球）
宇都宮ブリッツェン（自転車）

プロスポーツが来
る！

プロスポーツが来
る！

※内容は予告なく変更することがございます。
　最新の情報はＨＰにてご確認ください。

問 スポーツ課 ☎（25）０９３０

入場
無料

【出展・出店】【出展・出店】
運動公園内に団体や店舗が出展・出店！
・総合型地域スポーツクラブ
・スポーツジム
・キッチンカー

【スタンプラリー】【スタンプラリー】
各コーナーをまわってスタンプを集め
た方に賞品プレゼント！

【ウォークラリー】【ウォークラリー】
運動公園内を巡って様々な課題にチャ
レンジ！達成者には賞品プレゼント！

他にも内容もりだくさん他にも内容もりだくさん
99

ゲートボールやテニスなど、１０種類以上の競技スポーツが
体験できます！新たにスポーツを始めたい方、他のスポーツ
をやってみたい方。まずはやってみなければ分かりません！

ニュースポーツ？ニュースポーツ？
子どもから高齢の方まで、誰もが楽しめるスポーツが
「ニュースポーツ」です。最近話題の「モルック」や、バブ
ルボールを身に着けて行う「バブルサッカー」、パラリンピッ
ク競技の「ボッチャ」などが楽しめます。

　第14回  歌麿まつり～歌麿の愛したまち とちぎ～第14回  歌麿まつり～歌麿の愛したまち とちぎ～
栃木市制 15周年記念栃木市制 15周年記念

令和7年度栃木市各地域文化祭
芸術の秋に、毎年各地域で行われている文化祭に足を運ん

でみませんか？詳細は市ホームページのほか、各会場などに
設置のチラシをご覧ください。　

栃木文化祭栃木文化祭

9月 21日（日）～ 12月 7日（日）
内容：２7催事
会場：とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館） 他
問  とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）
　　　　　　　　　　　　　　☎（２３）５６７８

11月 1日（土）～3日（月・祝）
内容：ステージ部門・展示部門
11月 1日（土）、9日（日）、15日（土）、16日（日）
内容：民謡民舞愛好会・舞踊部門・カラオケ２団体
会場：大平文化会館・大平公民館
　　　　　　　 問 大平公民館 ☎（４３）５２３１

10月26日（日）
内容：カラオケ部
11月 1日（土）、2日（日）
内容：ステージ部門・展示部門
会場：藤岡文化会館・藤岡公民館
　　　　　　　　問 藤岡公民館 ☎（６２）４３２１

11月 8日（土）～23日（日・祝）
内容：作品展示
11月 9日（日）内容：歌謡部門
11月 23日（日・祝）内容：芸能・音楽部門合同
会場：都賀総合支所
　　　　　　　問 都賀公民館 ☎（２７）５０５０

11月２2日（土）、２3日（日・祝）
内容：ステージ発表・作品展示・記念公演
会場：関東ホーチキにしかた体育館（西方総合文化体育館）
　　　　　　　　問 西方公民館 ☎（９２）０３１６

10月25日（土）、26日（日）
内容：展示部門・演芸大会
会場：岩舟公民館・岩舟体育館・岩舟文化会館
　　　　　　　問 岩舟公民館 ☎（５５）２５００

問 文化文化課 ☎（２１）２４９６

大平文化祭大平文化祭

藤岡文化祭藤岡文化祭 都賀文化祭都賀文化祭

西方文化祭西方文化祭 岩舟文化祭岩舟文化祭
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手
作
り
人
形
劇
と
読
み
聞
か
せ

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』
の
主
な
活
動
は
人
形

劇
で
す
。
５
人
の
メ
ン
バ
ー
が
手
作
り
し
た

人
形
を
使
い
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保

育
園
、
幼
稚
園
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
公
演
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
藤
岡
図
書
館
で
は
、月
に
２
回
、

読
み
聞
か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
の
は
じ
ま
り
は
平
成
５
年
に
遡

り
ま
す
。
毎
年
、
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り
で
公

演
し
て
い
た
人
形
劇
団
が
、
そ
の
年
は
来
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
当
時
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
鯉
沼
さ

ん
は
、
仲
間
に
声
を
掛
け
、「
自
分
た
ち
で

や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
人
形
劇
を
企
画
し
た

の
が『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
最
初
は
借
り
物
の
人
形
を
使
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
次
の
年
に
は
、
人
形
を
手
作
り

す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
30
年
以
上
に

わ
た
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
継
続
の
力
に

こ
れ
ほ
ど
長
く
活
動
を
続
け
ら
れ
た
理

由
に
つ
い
て
鯉
沼
さ
ん
は
、「
メ
ン
バ
ー
と

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
、
人
形
劇
を
作
り
上

げ
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
楽
し
い
か
ら
こ
そ

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
子
ど
も
達
の
笑
顔
で
す
ね
。
楽

し
そ
う
に
帰
っ
て
い
く
子
ど
も
の
後
ろ
姿
を

見
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
が
一
気
に
吹
き

飛
び
ま
す
よ
。」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
秘
訣

最
後
に
、
子
育
て
世
代
の
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
コ
ツ
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」

と
意
外
な
答
え
が
。「
抑
揚
を
つ
け
る
な
ど

技
術
的
な
こ
と
よ
り
、
大
切
な
の
は
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
読
書
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
ご

自
身
が
好
き
な
本
を
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。『
あ
な
た
と
一
緒
に

本
を
読
ん
で
い
て
楽
し
い
』
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
た
と
き
、そ
の
体
験
は
、楽
し
か
っ

た
思
い
出
と
し
て
、
お
子
さ
ん
の
心
に
残
る

は
ず
で
す
。」
と
温
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　人形劇や藤岡図書館での読み聞かせを行うボランティア
グループ『コロポックル』代表の鯉沼さんにお話を伺いま
した。

鯉
こいぬま

沼 裕
ゆ う こ

子 さん

ふじおかおはなし会
コロポックル代表

鯉沼さんが抱いているのは、手作りの『コロポックルくん』です

カーボンニュートラルカーボンニュートラル
STOP温暖化！STOP温暖化！

省エネ住宅・断熱リフォーム等省エネ化の推進

省エネ住宅の購入や断熱リフォームなど、省エネを推進
すると光熱費を削減でき、また、寒暖差も少なく快適で
かつ健康にも効果が期待できます。賃貸住宅を選ぶ際に
も、住宅性能を確認してみましょう。
　既存住宅と省エネ住宅を比較すると、「光熱費が1世
帯あたり年間約94,000円削減！」となります。
　４月より、増築を含む全ての新築住宅において、省エ
ネ基準への適合が義務化されました。省エネ住宅にする
と、快適な室内環境の実現や、環境負荷の低減、補助
金制度の活用などのメリットがあります。経済的にも環境

にも優しいエコな暮らしの実現を促進します。
　また、国で実施している、事業者向けの「省エネ診断」
や、県で実施している家庭向けの「うちエコ診断」で、
既存の建物のエネルギーの見える化を促進します。診断
を受けることで、省エネ対策のヒントや効果的なアドバイ
スを得る事ができます。栃木市では事業者向け「省エネ
診断」に対して補助事業を今年度より開始しました。「う
ちエコ診断」は無料で受診することができます。

※節約額は、『脱炭素につながる新しい豊
かな暮らしの10年後』の関連資料より

問 カーボンニュートラル推進課 ☎（21）2591

栃木市ゼロカーボンシティ
実現に向けたロードマップ▶

マイナ救急
実証事業に実証事業に
ご協力くださいご協力ください

マイナ救急とは…
救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバー
カード）を活用し、傷病者の医療情報を閲覧する仕組みのことです。

問 消防本部警防課 ☎（23）0070

マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

マイナ救急の流れ

①傷病者が情報閲覧
に同意する

②マイナンバーカードを
読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情報を閲
覧する

④より適切な処置や搬
送先医療機関の選定に
つながる

事業に関する情報は特設サイ
トでもご覧いただけます▶

救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバー

実証事業期間：10 月１日（水）～令和 8年
3月 31 日（火）／実施救急隊数：７隊
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消費生活センター（本庁舎2階）☎ (23)８８９９  FAX（23）８８２０

　ここ数年、消費生活センターには “ 出会い系サイト ”
に関する相談が、引き続き寄せられています。手口は巧
妙になり、契約金額も高額になっています。
事例①会いたい　無料の SNSサイトを利用していたら、
好きなタレントから直接メッセージが届き「事務所に内
緒なので、別サイトでやり取りしたい」と別サイトに誘
導された。メール交換のため 260 万円払ったが、だま
されたのか。
事例②悩みを聞いて　ネットで「悩みを聞くだけで収入
が得られる」という広告を見つけサイトに登録。お金を受
け取るにはポイント購入が必要とあり、何度もポイント
を購入し続け、1週間で 200万円にもなってしまった。
事例③お金をあげる　知らない人から「1,850 万円を

譲る相手にあなたが選ばれました。手続きをするために
お金を振り込んでください」というメールが届き 2千
円振込んだ。その後追加で 1万円を要求された。
トラブルにあわないために
・狙われるのは「心の隙間」誰でも危険があることは忘
  れないようにしましょう。
・SNS上で勧誘を受けた場合は、まず疑ってみましょう。
・「お金をあげる」「簡単に高収入」等のメールには注意
  しましょう。
・振込先に個人名義の口座を指定された場合、それは詐
  欺です。
・被害回復が難しいため、安易にお金を振り込むことは
  控えましょう。

魅力的な誘いには落とし穴が ～サクラサイトトラブルに注意︕～

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内
相 談 日 時 場 所 問 合 先

弁護士相談（要予約）
（弁護士が法的な見解等を助言）
※予約開始
 11 月分：10/1（水）～
 12 月分：11/4（火）～
　（各日8時30分より受付）
※ 同じ案件での相談は 2回まで
（異なる会場で相談しても同様）

10月10日（金）、24日（金）
11月14日（金）、28日（金） 10時～12時 本庁舎 2階市民相談室 市民生活課

☎（21）2122

11月 20日（木）10時～12時 大平隣保館 ☎（43）6611 0120-46-7830
11月 17日（月）10時～12時 藤岡総合支所 別館2階 会議室

市民生活課
☎（21）2122

10月 21日（火）10時～12時 都賀総合支所 2階 小会議室
11月25日（火）10時～12時 西方総合支所 1階 会議室
10月 16日（木）10時～12時 岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室

法律相談（要予約）
※主催  栃木市社会福祉協議会 10月7日（火）、21日（火）9時～12時 大平地域福祉センターふるさとふれあい館

栃木市社会福祉協議会大平支所
☎（43）0294

宅地建物相談（売買や賃貸借、所有と管理）
予約開始：10/1（水）8時 30 分～ 10月17日（金）10時～12時

本庁舎 2階 市民相談室 市民生活課
☎（21）2122

司法書士相談（相続・遺言、不動産登記、成年後
見制度等）予約開始：10/1（水）8時30分～ 10月15日（水）10時～12時
行政書士相談（相続・遺言、農地転用、開発行為
等の手続き）予約開始：10/1（水）8時30分～ 10月17日（金）14時～16時
消費生活相談（要予約）
（商品やサービスなど消費生活全般）月～木曜日9時～12時、13時～15時 本庁舎 2階 消費生活センター☎（23）8899 FAX（23）8820
合同相談（要予約※相談日の1週間前まで）
・行政相談（国の行政機関等の業務
  に対する苦情・意見・要望等）
・人権擁護委員相談

10月14日（火）10時～12時
※ご都合がつかない場合や各総合支所での相談
をご希望される場合、お気軽にお問合せください

本庁舎 2階 市民相談室 市民生活課
☎（21）2122

市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日9時～17時 本庁舎 2階 市民相談室 市民生活課
☎（21）2122

人権相談 月～金曜日8時30分～17時15分 大平隣保館☎（43）6611 0120-46-7830、厚生センター☎（24）
2444、人権・男女共同参画課☎（21）2161

配偶者等からの暴力（DV）相談 月～金曜日9時～16時 配偶者暴力相談支援センター☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日9時～17時
※土日祝日･時間外は事前に予約が必要

本庁舎青少年育成センター☎（24）0667✉ gakusyu03@city.tochigi.lg.jp
青少年相談（非行問題・不登校など） 本庁舎青少年育成センター☎（23）6566✉ gakusyu03@city.tochigi.lg.jp
家庭児童相談（0～17歳の子ど
もとその家族、ヤングケアラー等）月～金曜日8時30分～17時15分 こども家庭センター☎（25）5149

児童虐待相談 月～金曜日8時30分～17時15分 こども家庭センター☎（25）5149※左記以外の時間は☎189

女性・ひとり親家庭相談 月～金曜日8時30分～17時15分 こども家庭センター☎（25）8033
障がい児者相談（福祉サービスの利用・障が
いを理由とする差別・合理的配慮及び虐待防止）

月～金曜日
8時30分～17時15分 本庁舎障がい福祉課 障がい児者相談支援センター係

☎（21）2219 FAX（21）2682ひきこもり相談（要予約）
　※事前にお話を伺います。

第4水曜日（次回10月22日）
10時～12時、13時～15時

就労支援相談（要予約）
（40歳未満の就労相談）

第1・3月曜日13時～21時 第1・3土曜日17時～21時 祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎（22）3113

第2・4月曜日13時～21時 第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎（43）5191

高齢者相談（介護や福祉、生活全般、虐待）月～金曜日8時30分～17時15分 本庁舎 栃木中央地域包括支援センター係 ☎（21）2245・2246
もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

第２金曜日（次回10月10日）
10時～11時30分

本庁舎 1階 市民スペース
栃木中央地域包括支援センター係 ☎（21）2171・2246

新型コロナウイルス感染症、高齢者・小児インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します

共通事項
場　所　市内協力医療機関（要予約）
　　　　※市外で接種する場合は、予約前に問合先へ連絡するか、市ホームページをご確認ください。
その他　対象のうち、生活保護世帯に属する方は、接種後に申請いただくことで、自己負担額分の
　　　　助成（上限あり）を受けることができます。

期　　間　10月1日（水）～令和8年2月28日（土）
対　　象　栃木市に住民票があり、生後６か月以上から中学3年生までのお子さん
助成回数　生後6か月以上から小学校就学前：期間内2回
　　　　　小学１年生から中学３年生：期間内１回
助 成  額　１回につき2,500円　　　　
注意事項　自己負担額が発生します。接種費用から助成額を除いた額を医療機関
　　　　　窓口でお支払いください。なお、自己負担額は医療機関ごとに異なり
　　　　　ます。また、市内協力医療機関・市外協力医療機関（ホームページに掲
　　　　　載）以外で接種する場合、接種前に申請が必要です。問合先までご連
　　　　　絡ください。事前に申請がないと、助成ができません。

10月から

期　　間　10月1日（水）～令和8年3月31日（火）
対　　象　栃木市に住民票がある方で次の①または②に該当する方
　　　　　①接種時に65歳以上の方
　　　　　②接種時に６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限さ
　　　　　　れる程度の障がいを有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど
　　　　　　不可能な程度の障がいを有する方（身体障害者手帳１級程度の方）
持  ち  物　①マイナンバーカードなど、住所・氏名・生年月日が確認できる本人確認書類
　　　　　②60歳以上65歳未満の方は、上記②に該当することがわかる身体障害者手帳のコピーを求められる場合
　　　　　　があります。
助成回数　期間内１回
助  成  額　高齢者インフルエンザ：3,500円／新型コロナウイルス感染症：12,100円
注意事項 自己負担額が発生します。接種費用から助成額を除いた額を医療機関窓口でお支払いください。
　　　　　なお、自己負担額は医療機関ごとに異なります。

▲詳細はこちら

問 健康増進課☎（２５）３５１２

高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症

　小児インフルエンザ
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

お
知
ら
せ

市
税
・
保
険
料
の
納
付
は
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
を

　
市
税
等
の
納
付
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
期
限
や
納
め
忘
れ
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
解
約
す
る
ま
で
自
動
的
に
引

き
落
と
し
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
市
税
等
※
普
通
徴
収
に

限
る

市
県
民
税
・
森
林
環
境
税
、固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）、国
民
健
康
保
険
税
、介
護

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

受
付
窓
口

収
税
課
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
・

出
張
所
、左
記
の
取
扱
金
融
機
関（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
直
接
最
寄
り
の
郵
便

局
へ
申
込
み
）

取
扱
金
融
機
関

足
利
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井
住

友
銀
行
、
群
馬
銀
行
、
常
陽
銀
行
、

栃
木
銀
行
、
栃
木
信
用
金
庫
、
足
利

小
山
信
用
金
庫
、
佐
野
信
用
金
庫
、

鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
、
下
野
農
業
協

同
組
合
、
上
都
賀
農
業
協
同
組
合
、

中
央
労
働
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
す

べ
て
の
本
支
店
が
利
用
可
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
取
引
金
融
機
関
の
通
帳
②
通
帳
届

出
印
③
納
税
通
知
書
・
納
入
通
知
書

等
の
賦
課
状
況
が
分
か
る
も
の

振
替
開
始
時
期

申
込
日
の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら

振
替
を
開
始
し
ま
す
。

（
例
）
令
和
７
年
９
月
中
に
申
込
み

↓
令
和
７
年
10
月
31
日
納
期
限
の
も

の
か
ら
振
替
を
開
始

注
意
事
項

・
一
度
の
口
座
振
替
申
込
み
で
毎
年

継
続
さ
れ
ま
す
。
口
座
の
解
約
・
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
再
度
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

・
過
去
に
国
民
健
康
保
険
税
や
軽
自

動
車
税
等
が
課
税
さ
れ
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
の
方
で
変
更
や
停
止
の
申

込
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
再
度
課

税
さ
れ
た
際
に
当
時
の
口
座
か
ら
振

替
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
口
座
の
確
認
や

停
止
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
問
合
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分
（
○

○
○
○
外
１
名
な
ど
）
の
口
座
振
替

は
個
人
と
は
別
で
申
込
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申

込
者
は
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
の

方
と
な
り
ま
す
。
賦
課
状
況
に
よ
っ

て
申
込
内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

正
し
く
お
申
込
み
で
き
る
よ
う
、
必

ず
納
税
通
知
書
・
納
入
通
知
書
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課　

       

☎
（21）
２
７
６
８

国
勢
調
査
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
勢
調
査
は
令
和
７
年
10
月
１
日

現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
と
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
み
な
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を

お
配
り
し
ま
す
。
必
ず
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

回
答
は
か
ん
た
ん
便
利
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
お
す
す
め
で
す
！

　
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ

ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
で
き

ま
す
。

①
ア
ク
セ
ス
す
る

ご
自
宅
に
調
査
書
類
が
届
い
た
ら
、

国
勢
調
査
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
ア
ク
セ
ス

し
ま
す
。

②
ロ
グ
イ
ン
す
る

調
査
書
類
の
な
か
の
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
依
頼
書
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
」
と
「
ア

ク
セ
ス
キ
ー
」で
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
。

③
回
答
す
る

画
面
の
案
内
に
そ
っ
て
、
国
勢
調
査

に
回
答
し
ま
す
。
最
後
に
パ
ス
ワ
ー

ド
を
設
定
し
、
送
信
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
難

し
い
場
合
は
、
調
査
票
（
紙
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

国
勢
調
査
に
つ
い

て
は
、「
国
勢
調
査

２
０
２
５
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
20
日（
土
）〜
10
月
８
日（
水
）

調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日（
水
）〜
８
日（
水
）

問
総
合
政
策
課　

  

☎
（21）
２
３
０
６

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
ね
が
い

　
命
を
救
え
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
24
日
（
金
）
受
付
時

間:

10
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16

時場
所　
市
役
所
本
庁
舎
（
万
町
）
３

階　
正
庁

対
象

16
歳
〜
69
歳
の
方
。た
だ
し
、

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
〜

64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
る

内
容　

４
０
０
㎖
献
血
ま
た
は

２
０
０
㎖
献
血
（
２
０
０
㎖
献
血
は

先
着
順
で
、
定
員
に
達
し
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
）

所
要
時
間
30
〜
40
分
程
度
（
混
雑

状
況
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

問
健
康
増
進
課　

  

☎
（25）
３
５
０
０

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

日
時

11
月
17
日
（
月
）
10
時
〜
12

時場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
２
丁
目
）

対
象　
身
体
に
障
が
い
（
肢
体
不
自

由
）
の
あ
る
方

定
員　
４
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

内
容　
栃
木
県
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
医
師
（
整
形
外
科
）
と
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
が
、
医
学
的
判
定
の
ほ

か
、
医
学
的
な
相
談
、
補
装
具
の
相

談
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得
や
等

級
変
更
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ

ま
す
。

申
込

10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
障

が
い
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

（
市
民
）
保
健
福
祉
係
ま
で

問
障
が
い
福
祉
課  

☎
（21）
２
２
０
３

海
外
在
住
の
皆
さ
ま
、身
体
等
に
障

が
い
の
あ
る
皆
さ
ま
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
で
年
金
相
談
が
で
き
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、「
海
外
に

お
住
ま
い
の
方
」
お
よ
び
、「
聴
覚

や
発
達
等
の
障
が
い
や
、
身
体
等
に

障
が
い
が
あ
り
、
電
話
や
年
金
事
務

所
窓
口
で
の
相
談
が
難
し
い
方
」
を

対
象
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
で

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
、

相
談
事
項
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
後

日
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
回
答
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
（
試
行
実
施
）
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
文
書
相
談
の
ご

案
内
（
試
行
実
施
中
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。　

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

栃
木
一
日
合
同
行
政
相
談
所

　

登
記
、
年
金
、
税
金
な
ど
の
手

続
き
に
関
す
る
相
談
、
相
続
、
離

婚
、
多
重
債
務

な
ど
の
法
律
相

談
を
受
け
付
け

ま
す
。（
相
談

時
間
20
分
）

日
時

10
月
23
日
（
木
）
13
時
〜
15

時場
所　
国
府
公
民
館
（
惣
社
町
）

対
象　
ど
な
た
で
も

費
用　
無
料

参
加
機
関　
法
務
局
、年
金
事
務
所
、

栃
木
県
、
栃
木
市
、
弁
護
士
会
、
司

法
書
士
会
、
税
理
士
会
、
行
政
相
談

員
、
栃
木
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー

申
込　
弁
護
士
、
司
法
書
士
お
よ
び

税
理
士
相
談
は
10
月
７
日
（
火
）
〜

９
日
（
木
）
９
時
〜
16
時
45
分
ま
で

に
電
話
に
て
問
合
先
ま
で
。
そ
れ
以

外
の
相
談
は
当
日
先
着
順
で
受
付

問
栃
木
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８-

６
３
３-

１
１
０
０

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

証
明
書
自
動
交
付
機
（
キ
オ
ス
ク

端
末
）
運
用
終
了
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
に
設
置
さ
れ

て
い
る
キ
オ
ス
ク
端
末
は
、
令
和
８

年
２
月
28
日
を
も
っ
て
運
用
終
了
と

な
り
ま
す
。
３
月
１
日
以
降
は
、
コ

ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
使
っ
た
各

種
証
明
の
交
付
は
、
窓

口
で
の
交
付
よ
り
も

１
０
０
円
安
く
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
／
ロ
ー
ソ
ン
／

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
／
イ
オ
ン

利
用
可
能
時
間

６
時
30
分
〜
23
時
（
イ
オ
ン
は
店
舗

の
営
業
時
間
内
）
※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

日
を
除
く

問
市
民
生
活
課　

  

☎
（21）
２
１
２
６

10
月
は
『
不
法
投
棄
防
止
重
点
監

視
月
間
』

　
不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
法
律
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

や
監
視
カ
メ
ラ
の
貸
出
、
不
法
投
棄

監
視
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
強

化
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
、絶
対
に
「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

〜
市
内
を
巡
回
し
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
〜

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
は
、
年

に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

済
ん
で
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
集

合
注
射
ま
た
は

か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
で
必

ず
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

料
金　
１
頭
あ
た
り
３
，
５
０
０
円

（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
）

※
諸
般
の
事
情

に
よ
り
急
遽
中

止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
済
み
で
本
年
度
の
予
防
注
射

が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方

に
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す

の
で
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
死
亡
や
住
所
の
変
更
な
ど
は
、
環

境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
の
場
合

別
途
３
，
０
０
０
円

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

問
環
境
課          

☎
（21）
２
４
２
０

秋の狂犬病予防集合注射　日程と会場
※ご都合のよい会場でお受けください

期日 時間 会場

10/10
（金）

9:00 ～ 9:20 寺尾公民館

9:40 ～ 10:00 皆川公民館

10:30 ～ 10:50 吹上公民館

11:10 ～ 11:30 都賀南部コミュニティセンター

10/11
（土）

9:00 ～ 9:20 西方総合支所

9:40 ～ 10:00 都賀総合支所（新庁舎）

10:40 ～ 11:10 栃木市総合運動公園　緑の家

10/16
（木）

9:00 ～ 9:20 部屋地区公民館

9:40 ～ 10:00 西水代集会所

10:40 ～ 11:00 大宮公民館

11:20 ～ 11:40 国府公民館

10/18
（土）

9:00 ～ 9:30 岩舟総合支所

9:50 ～ 10:20 藤岡総合支所

11:00 ～ 11:30 大平総合支所

広報とちぎ 2025.1015 14
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

広
報
と
ち
ぎ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

各
設
置
場
所
・
閲
覧
方
法
の
ご
案
内

　
広
報
と
ち
ぎ
は
、
毎
月
20
日
（
休

日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
、
４
月
の

み
25
日
ま
た
は
そ
の
直
前
の
平
日
）

に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
自
治
会

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
配
布
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
の
各
公
共
施

設
、
設
置
協
力
店
舗
な
ど
で
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
閲
覧
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
に
よ
る
閲
覧

も
可
能
で
す
。
目
の
不
自
由
な
方
を

対
象
と
し
た
「
声
の
広
報
」
や
「
点

字
版
広
報
」
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
と
ち
ぎ
設
置
場
所

市
施
設

市
役
所
各
庁
舎
（
本
庁
舎

受
付
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所
、
水

道
庁
舎
な
ど
）
／
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
各
公

民
館
／
各
図
書
館
、
美
術
館
等
／
各
文

化
会
館
／
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
／
各
道
の

駅
／
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

設
置
協
力
店
舗
　
市
内
全
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
／
郵
便
事
業
会
社
栃

木
支
店
、
一
部
の
郵
便
局
／
ヤ
オ
ハ
ン

（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
西
店
、
ア
イ
ム
店
、
城
内
店
、

川
原
田
店
、大
森
店
）／
と
り
せ
ん（
蔵

の
街
店
、
栃
木
店
）
／
イ
オ
ン
栃
木

店
／
と
ち
ぎ
コ
ー
プ
栃
木
店
／
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
（
祝
町
店
、栃
木
平
柳
店
）

／
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
、

と
ち
の
木
病
院
／
各
駅
（
栃
木
、
新
栃

木
、
野
州
平
川
、
新
大
平
下
）
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
閲
覧

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

マ
チ
イ
ロ
（
ア
プ
リ
。App

ス
ト
ア
、

GooglePlay

に
て「
マ
チ
イ
ロ
」で
検
索
）

マ
イ
広
報
紙

https://m
ykoho.jp/ 

TO
CH
IGI ebooks

http://www.tochigi-ebooks.jp

目
の
不
自
由
な
方
向
け

声
の
広
報　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

ご
協
力
に
よ
り
、
毎
月
発
行
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ

広
報
と
ち
ぎ
点
字
版
　
隔
月
発
行
。

希
望
す
る
方
に
、
郵
送
（
点
字
郵
便
）
で

お
送
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ

問
広
報
課　
　
　

☎
（21）
２
３
１
８

地
域
福
祉
基
金
へ
の
寄
附

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・
株
式
会
社
い
ろ
は
様

　
　
　
　
　
　
　
４
０
，
０
０
０
円

・
松
緑
神
道
大
和
山
栃
木
支
部
様

１
０
，
０
０
０
円

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
地
域
福

祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課　

  

☎
（21）
２
２
０
１

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
本
市
の
産
業
振
興
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
株
式
会
社
ケ
ー
ア
イ
精
機

様
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
産
業

支
援
補
助
事
業
費
」
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
総
合
政
策
課　

  

☎
（21）
２
１
４
４

募

集

介
護
保
険
施
設
整
備
法
人
の
募
集

老
人
保
健
福
祉
施
設
整
備
費
補
助

金
を
活
用
し
、
令
和
８
年
度
に
施
設

整
備
を
行
う
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
法
人
を
募
集
し
ま

す
。

整
備
予
定
施
設　
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム:

定
員
18
人
（
２
ユ

ニ
ッ
ト
）　
１
施
設

整
備
予
定
地
域　
市
内
全
域

応
募
資
格

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢

者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
、
資
金

お
よ
び
意
欲
を
有
し
て
お
り
、
長
期

的
に
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

③
応
募
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
が
暴

力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団

お
よ
び
暴
力
団
員
ま
た
は
こ
れ
ら
の

者
と
社
会
的
に
関
係
が
あ
る
者
で
な

い
こ
と
。

④
栃
木
市
に
お
け
る
施
設
整
備
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
施
設
整
備
法
人

と
し
て
選
定
さ
れ
た
後
に
取
り
下
げ

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
で
な
い
こ

と
。

⑤
栃
木
市
内
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
当
該
募
集
施
設
の
指
定
を
受
け
運

営
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
た

こ
と
が
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。

募
集
要
項
配
布
期
間

10
月
15
日
（
水
）
ま
で
※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
応
募
を
予
定
す
る
場
合
は
、
10
月

15
日
（
水
）
ま
で
に
所
定
の
様
式
に

て
参
加
表
明
書
を
問
合
先
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

問
高
齢
介
護
課　

  

☎
（21）
２
２
５
１

市
営
住
宅
入
居
情
報

市
営
住
宅

川
原
田
市
営
住
宅　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ  

１

戸
（
５
階
）

大
宮
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
３
階
）
※
単
身
可

神
田
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
１
階
）

平
井
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
２
階
）

城
内
南
第
２
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ

１
戸
（
１
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月
額

48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
78
・
45
㎡
）
１
戸
家
賃
６
万
９
千

円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間

10
月
６
日
（
月
）
〜
10

日
（
金
）

入
居
日

11
月
１
日
（
土
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
／
都
合
に
よ
り
、

募
集
住
戸
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
／
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細
は

問
合
先
へ

問
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー　

           

☎
（21）
８
６
７
７

10
月
１
日
は
『
浄
化
槽
の
日
』

　
浄
化
槽
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
水
環
境
を
守
る

た
め
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の
生
活
雑

排
水
と
、
し
尿
を
い
っ
し
ょ
に
処
理

し
て
綺
麗
な
水
を
放
流
す
る
個
別
設

置
型
の
処
理
施
設
で
す
。

　
正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
生

ゴ
ミ
や
油
脂
分
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
は
流
さ
な
い
な
ど
適

正
に
使
用
す
る
ほ
か
、
浄
化
槽
法
に

よ
り
設
置
者
に
次
の
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検　
浄
化
槽
の
本
体
や
機
械

の
点
検
・
修
理
、
消
毒
剤
の
補
充
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
県
の
登
録
を
受

け
た
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
委
託

し
、定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃　
処
理
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
、
汚
泥
を
抜
き
取
り
、
槽
内
を
掃

除
す
る
も
の
で
、
市
の
許
可
を
受
け

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
、
年

に
１
回
以
上
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査（
11
条
検
査
）　

正
常

に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た

め
、
定
期
的
な
保
守
点
検
の
ほ
か

に
、
処
理
水
の
水
質
検
査
を
県
の
指

定
検
査
機
関
「（
一
社
）
栃
木
県
浄

化
槽
協
会
（
☎
０
２
８-

６
３
３-

１
６
５
０
）」
で
毎
年
１
回
受
け
る

も
の
で
、
手
続
き
は
浄
化
槽
保
守
点

検
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ　

し
尿
の
み
を
処
理
す
る

「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
で
は
、
生
活

雑
排
水
を
処
理
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
放

流
す
る
た
め
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水

を
い
っ
し
ょ
に
処
理
す
る
「
合
併
処

理
浄
化
槽
」
と
比
べ
て
８
倍
も
汚
れ

た
水
が
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
の
整
備
の
予
定
が

な
い
地
域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
補
助
金
が
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い

し
ま
す
。
補
助
金
は
必
ず
工
事
前
に

申
請
し
て
交
付
決
定
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
書
類
の
作
成
や
準

備
に
専
門
的
知
識
が
必
要
な
た
め
、

工
事
業
者
、
保
守
点
検
業
者
等
に
ご

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
下
水
道
建
設
課  

☎
（25）
２
１
０
９

10
月
は
『
３
Ｒ
推
進
月
間
』

　

３
Ｒ
と
は
、「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご

み
の
削
減
）」「
リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）」

「
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）」
の
３

つ
の
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

　

み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
行
動

が
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
環

境
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
使
用
や
使
え
る
も
の
の
再

利
用
、
適
切
な
ご
み
分
別
な
ど
、
身

近
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
栃
木
市
の
３
Ｒ
推
進

の
取
り
組
み
の
詳
細
は

２
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

10
月
は
『
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
』

10
月
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、

10
月
30
日
は「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」

で
す
。食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
実
は
、
そ

ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
買
い
す
ぎ
を
な
く
す
た
め
に
、

買
い
物
に
行
く
前
に
冷
蔵
庫
の
中
を

確
認
す
る
、
食
べ
ら
れ
る
分
の
料
理

を
作
る
、
と
い
っ

た
、
日
常
生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
配

慮
で
食
品
ロ
ス
は

削
減
で
き
ま
す
。

食
べ
も
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
を
、

も
う
い
ち
ど

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

10
月
15
日（
水
）
〜
21
日（
火
）は

              

『
違
反
建
築
防
止
週
間
』

　
建
築
基
準
法
を
守
っ
て
建
築
物
を

建
て
る
こ
と
や
適
正
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
は
、
生
命
、
健
康
お
よ
び
財

産
を
守
り
、
良
い
住
環
境
を
生
み
出

し
ま
す
。
皆
が
お
互
い
快
適
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
実
施
期
間
中
は
違

反
建
築
の
未
然
防
止
の
た
め
、
建
築

現
場
の
点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

違
反
建
築
物
を
な
く
す
た
め
に

　
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
は
事
前

に
「
確
認
申
請
」
を
行
い
、
確
認
済

証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
着
工
で

き
ま
せ
ん
。
車
庫
、
農
業
用
倉
庫
な

ど
の
新
築
や
増
改
築
に
つ
い
て
も
確

認
申
請
が
必
要
で
す
。
建
築
士
な
ど

専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
の
平
日
は
、

問
合
先
に
て
建
築
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

問
建
築
指
導
課　

  

☎
（21）
２
４
４
１

10
月
は
『
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

関
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
』

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
守
っ
て
解

体
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
確
認

お
よ
び
周
知
徹
底
の
た
め
、
現
場
監

視
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

内
容　
無
届
け
で
解
体
さ
れ
て
い
る

現
場
へ
の
指
導
／
適
切
な
解
体
状
況

の
確
認
／
無
許
可
業
者
の
取
締
り
の

た
め
、
建
設
業
許
可
標
識
・
解
体
登

録
標
識
の
工
事
現
場
へ
の
提
示
確

認
。

※
届
出
済
シ
ー
ル
の
現
場
標
識
へ
の

貼
り
付
け
状
況
も
併
せ
て
確
認
し
ま

す
。

問
建
築
指
導
課  

☎
（21）
２
４
４
１
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

日
時

10
月
17
日
（
金
）
13
時
〜
15

時
30
分
（
12
時
30
分
開
場
）（
字
幕
）

場
所　
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー

ル
（
栃
木
市
文
化
会
館
／
旭
町
）
小

ホ
ー
ル

定
員　
４
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込　
不
要

共
催　
栃
木
市
女
性
団
体
連
絡
協
議

会問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（21）
２
１
６
２

巴
波
川
流
域
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

日
時

10
月
18
日
（
土
）
10
時
〜
12

時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）
※
雨

天
決
行

場
所　
巴
波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
城

内
町
２
丁
目
）

内
容　

浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
下
水
道
普
及
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
、
草
花
等
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
数
量
限
定
）、
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
配
布
ほ
か

※
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス

イ
ス
イ
」「
ス
イ
ミ
ー
」
来
場
予
定

問
上
下
水
道
総
務
課
☎
（25）
２
１
０
３

巴
波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
☎
（22）
５
３
２
２

渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水
道
（
大

岩
藤
処
理
区
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

10
月
25
日
（
土
）
10
時
〜
12

時
（
施
設
見
学
受
付
は
11
時
30
分
ま

で
）
※
雨
天
決
行

場
所　
大
岩
藤
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
藤

岡
町
藤
岡
）

内
容　

浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開
・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
下
水
道
普
及
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
、
缶
バ
ッ
ヂ
作
成
、

草
花
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト（
数
量
限
定
）

ほ
か

※
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と

ち
介
」「
ス
イ
ミ
ー
」
来
場
予
定

問
上
下
水
道
総
務
課
☎
（25）
２
１
０
３

大
岩
藤
浄
化
セ
ン
タ
ー
☎
（62）
０
６
０
０

小
平
浪
平
顕
彰
事
業

       

小
平
浪
平
顕
彰
バ
ス
ツ
ア
ー

　

栃
木
市
の
偉
人
・
先
人
で
あ
り
、

株
式
会
社
日
立
製
作
所
の
創
業
者
で

あ
る
小
平
浪
平
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
や

新
規
創
業
に
向
け
て
の
開
拓
者
精
神

及
び
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
醸
成

す
る
た
め
、
小
平
浪
平
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
。

開
催
日
時

10
月
21
日
（
火
）
８
時

30
分
〜
17
時

集
合
／
解
散
場
所　
旧
栃
木
警
察
署

跡
地
（
室
町
）
※
駐
車
可

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

て
い
る
方
（
小
学
生
以
上
）

※
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く

た
め
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優

先
と
し
ま
す
。

※
参
加
者
の
家
族
の
同
伴
も
可
能
で

す
。

※
未
成
年
者
の
場
合
は
、
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

定
員

40
人
（
抽
選
制
）

※
最
少
催
行
人
数
25
人

※
抽
選
の
結
果
は
後
日
、
郵
送
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
費　
１
人
２
，
５
０
０
円
（
小

学
生
は
２
，
０
０
０
円
）

※
昼
食
代
、
国
内
旅
行
傷
害
保
険
料

等
を
含
む

見
学
先　
小
平
浪
平
生
誕
地
（
都
賀

町
合
戦
場
）、
日
鉱
記
念
館
（
茨
城

県
日
立
市
）、
日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー

ク
（
茨
城
県
日
立
市
）

※
天
候
や
施
設
の
都
合
等
に
よ
り
、

見
学
順
序
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
　
10
月
７
日
（
火
）
17
時
ま
で

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
合
政
策

課
窓
口
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
総
合
政
策
課

窓
口
へ
直
接
提
出
の
ほ
か
、
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
も
可
能

で
す
。

※
電
話
・
郵
送
で
の
お
申
込
み
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
１
グ
ル
ー
プ
４
名
ま
で
の
申
込
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
（
本
庁
舎
３
階
）

☎
（21）
２
３
０
５

令
和
７
年
度
栃
木
市
消
防
団
通
常

点
検
お
よ
び
分
列
行
進

　
栃
木
市
消
防
団
の
通
常
点
検
を
開

催
し
ま
す
。
全
団
員
の
約
半
数
に
あ

た
る
約
５
０
０
名
の
団
員
が
集
結
し

て
市
長
の
点
検
を
受
け
た
後
、
蔵
の

街
大
通
り
に
て
徒
歩
部
隊
・
車
両
部

隊
が
行
進
し
ま
す
。

　
ま
た
当
日
は
、
11
時
〜
12
時
ま
で

足
利
銀
行
栃
木
支
店
前
〜
万
町
交
番

前
の
区
画
が
通
行
止
め
と
な
る
予
定

で
す
。
※
雨
天
の
場
合
、
分
列
行
進

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

日
時

10
月
26
日（
日
）８
時
30
分
〜

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
蔵
の
街
大
通
り
・

山
車
会
館
前

問
消
防
総
務
課     

☎
（23）
３
５
２
７

ア
ー
ト
に
飛
び
込
む
！

　
　
　

浮
世
絵
ヨ
ガ
〜
狂
歌
篇
〜

　
「
ア
ー
ト
＋
ヨ
ガ
＝
？
」
歌
麿
が

描
い
た
江
戸
の
美
を
、
体
を
使
っ
て

表
現
し
ま
す
。
今
回
は
、
歌
麿
が
親

し
み
、
栃
木
で
も
流
行
し
た
狂
歌

（
五
七
五
七
七
を
使
っ
て
ユ
ー
モ
ア

や
社
会
風
刺
を
盛
り
込
ん
だ
和
歌
）

を
ヨ
ガ
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日
（
月
・
祝
）
14
時

〜
15
時
30
分
（
美
術
館
で
13
時
〜
受

付
）

場
所
　
栃
木
市
立
美
術
館
、
き
ら
ら

の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館

対
象
　
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

内
容
　
企
画
展
「
喜
多
川
歌
麿
と
栃

木
の
狂
歌
」
を
鑑
賞
後
、
浮
世
絵
作

品
に
描
か
れ
る
ポ
ー
ズ
等
を
ヨ
ガ
で

表
現
し
ま
す
。
当
日
は
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
更
衣

室
は
あ
り
ま
せ
ん
）

講
師  pilates

・yoga

・zum
ba

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
倉く

ら
も
ち持
雅ま

さ
よ代
氏

（
栃
木
市
魅
力
発
信
特
使
）

持
物
　
飲
物
、汗
を
拭
く
タ
オ
ル（
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
は
用
意
し
ま
す
）

申
込
　
９
月
27
日
（
土
）
10
時
〜
電

話
に
て
問
合
先
へ

問
栃
木
市
立
美
術
館
☎

（25）
５
３
０
０

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
８
年
度
版
ご
み
と
資
源
の
収

集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。　

作
成
予
定
枚
数
　
７
３
，
８
０
０
枚

程
度
（
Ｂ
３
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
）

配
布
対
象
　
栃
木
市
民

配
布
方
法
　
広
報
と
ち
ぎ
３
月
号

（
令
和
８
年
２
月
20
日
配
布
予
定
）

に
て
全
戸
折
込
の
ほ
か
、
市
役
所
本

庁
舎
、
各
総
合
支
所
等
の
窓
口
に
て

配
布

広
告
掲
載
位
置
お
よ
び
サ
イ
ズ

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
（
両
面
に
同
内
容

を
掲
載
）
縦
45
㎜
×
横
86
㎜

広
告
募
集
枠
　
８
枠
※
募
集
枠
を
超

え
る
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選

掲
載
料
金
　
８
０
，０
０
０
円（
１
枠
）

受
付
期
間
　
10
月
１
日
（
水
）
〜
31

日
（
金
）（
必
着
）

申
込
方
法
　
広
告
掲
載
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
広
告

原
稿
（
カ
ラ
ー
刷
り
）
を
添
え
て
、

ク
リ
ー
ン
推
進
課
の
窓
口
（
と
ち
ぎ

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、
平
日
９
時
か

ら
17
時
）に
直
接
ま
た
は
郵
送・メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

催

し

栃
木
市
・
小
山
市
共
催　

渡
良
瀬

遊
水
地
の
ヨ
シ
灯
り
２
０
２
５

　

共
催
６
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、

栃
木
市
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
渡
良

瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
灯
り
が
秋
の
夜
長

を
彩
り
ま
す
。
幻
想
的
な
光
が
織
り

な
す
非
日
常
空
間
で
心
安
ら
ぐ
ひ
と

時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
11
日
（
土
）
17
時
30
分

〜
20
時
30
分
※
雨
天
等
の
場
合
は
翌

日
に
延
期
し
ま
す

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
城
（
藤
岡
町
藤
岡
）

内
容　
渡
良
瀬
遊
水
地
に
自
生
す
る

水
辺
の
植
物
「
ヨ
シ
」
で
作
っ
た
ヨ

シ
灯
り
を
展
示
し
ま
す
。

費
用　
無
料

問
渡
良
瀬
遊
水
地
課
☎

（62）
１
３
０
１

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、
４
年
毎

に
開
催
さ
れ
る
、
き
こ
え
な
い
・
き

こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
す
。
国
際
ろ
う
者
ス
ポ
ー

ツ
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）が
主
催
し
、

デ
フ
（「
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ
」
＝
耳
が
き
こ

え
な
い
）
ア
ス
リ
ー
ト
が
様
々
な
競

技
で
力
と
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

そ
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今
年
、

日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
11

月
15
日
（
土
）
か
ら
11
月
26
日
（
水
）

に
か
け
て
、
21
競
技
が
東
京
の
競
技

場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
向
け
て
、
10
月
に
一

般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

が
「
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
」
を
実
施

予
定
で
す
。
栃
木
市
に
も
大
会
Ｐ
Ｒ

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
来
ま

す
。
日
程
・
停
車
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。
当

日
は
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
す

る
パ
ネ
ル
や
試

作
メ
ダ
ル
の
展

示
も
行
い
ま
す
。

日
時

10
月
９
日（
木
）10
時
〜
11
時

場
所　

と
ち
ぎ
山
車
会
館
前
広
場

（
万
町
）

問
障
が
い
福
祉
課  

☎
（21）
２
２
０
３

と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学

「
レ
デ
ィ
・
マ
エ
ス
ト
ロ
」
上
映

　
「
女
性
は
指
揮
者
に
な
れ
な
い
！
」

そ
ん
な
時
代
に
、
女
性
指
揮
者
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
も
い
え
る
存
在
に
な
っ

た
ア
ン
ト
ニ
ア
・
ブ
リ
コ
の
半
生
を

描
く
感
動
の
実
話
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
も
富
も
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

も
な
い
女
性
が
、
ど
う
や
っ
て
そ
の

夢
を
、自
ら
の
手
で
つ
か
ん
だ
の
か
。

　
女
性
の
進
出
が
ま
だ
少
な
い
分
野

で
あ
っ
て
も
、
挑
戦
し
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
す
べ
て
の
人
へ
の
応
援
歌

と
し
て
贈
り
ま
す
。
数
々
の
名
曲
と

共
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

© Shooting Star Filmcompany - 2018
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

第
16
回
栃
木
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

11
月
２
日
（
日
）
※
雨
天
決

行場
所　

都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
尻
内
町
）

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
プ
レ
ー
費
９
，０
０
０
円（
セ

ル
フ
／
食
事
込
）　

参
加
費
２
，
０
０
０
円

競
技
方
法　
ペ
リ
ア　
ダ
ブ
ル
パ
ー　

18
Ｈ
プ
レ
ー　
ハ
ー
フ
集
計

パ
ー
テ
ィ
ー
な
し　
清
算
後
に
賞
品

受
取

申
込

10
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

に
、
各
地
域
に
問
合
せ
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
平
地
域
は
10
月
２
日
（
木
）、

３
日
（
金
）
の
２
日
間
の
み

問
栃
木
地
域:

サ
ン
ラ
ン
ド
栃
木　

☎
（24）
３
３
３
１

大
平
地
域:

大
平
公
民
館

☎
（44）
０
７
６
６

藤
岡
地
域:

早
乙
女☎

（62）
２
１
４
６

都
賀
地
域:

渡
辺

☎
（27）
５
４
２
７

西
方
地
域:

栗
山☎

（92）
７
８
１
１

岩
舟
地
域:

岩
舟
公
民
館

☎
（55）
２
５
０
０

ジ
ュ
ニ
ア
用
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
体
験

教
室

　
藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園
内
に
あ
る

自
転
車
専
用
パ
ー
ク
「
わ
た
ら
せ
サ

イ
ク
ル
パ
ー
ク
」
に
お
い
て
、
ジ
ュ

ニ
ア
用
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
大
人
用
の
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
も
あ
り

ま
す
の
で
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で

す
。
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、

試
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、
パ
ー
ク

内
の
車
の
来
な
い
環
境
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
２
日
（
日
）

①
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

②
11
時
〜
12
時　

③
13
時
〜
14
時

④
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
４
回
と
も
同
内
容
で
す
（
雨
天
中

止
）

場
所　
わ
た
ら
せ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

（
藤
岡
町
藤
岡
）

対
象　
市
内
在
住
の
小・中
学
生（
身

長
１
３
０
㎝
以
上
）
お
よ
び
そ
の
保

護
者

定
員　
各
回
小
・
中
学
生
５
人
（
先

着
順
）

費
用　
無
料

内
容　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
走
行
体
験

（
操
作
方
法
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
コ
ー

ス
で
の
実
走
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

※
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は
用

意
し
ま
す

申
込

10
月
６
日
（
月
）
か
ら
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い問
ス
ポ
ー
ツ
課　

  

☎
（25）
０
９
３
０

講

座

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
運
動
教
室

　
健
康
維
持
を
目
的
に
運
動
教
室
を

開
催
し
ま
す
。無
料
体
験
会
も
開
催
。

詳
細
は
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容　
上
表
の
と
お
り

場
所　
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
（
大
平
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
大
平
町
西
野

田
）

申
込　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
ま
で

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

問
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
☎

（45）
２
６
０
１

健
康
体
操
教
室

　
運
動
不
足
が
気
に
な
る
方
、
何
か

を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
健

康
体
操
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
イ
ス
や
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
を
使

い
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
楽
し

く
健
康
作
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
泉
寿
園

（
今
泉
町
１
丁
目
）
大
広
間

講
師

仲な
か
つ津
亜あ

ゆ

み
由
美
氏

定
員

30
人　
※
要
予
約

費
用　
５
０
０
円
／
回　
※
施
設
利

用
料
別
途

持
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、飲
物
、ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル

申
込　
電
話
ま
た
は
窓
口

問
泉
寿
園　
　
　

  

☎
（27）
３
８
１
８

勤
労
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
第
３
期
自
主
講
座

日
時
・
内
容　
右
表
の
と
お
り

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

参
加
費　
受
講
料
１
，５
０
０
円（
保

険
料
を
含
む
）、
教
材
費
実
費

申
込

11
月
９
日（
日
）〜
15
日（
土
）

11
日
（
火
）
除
く　
問
合
先
へ
直
接

（
電
話
申
込
不
可
）

※
受
講
は
１
人
１
講
座
（
抽
選
制
）

※
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

問
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（27）
７
１
４
０

ス
ポ
ー
ツ

秋
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日
時

11
月
１
日
〜
22
日
の
毎
週
土

曜
日　
９
時
〜
11
時

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
川
原
田
町
）

対
象　
小
学
生

定
員

20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
，
０
０
０
円
／
回
（
当
日

納
入
）

申
込

10
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保
護
者

氏
名
を
記
載
し
た
メ
ー
ル
を
と
ち
ぎ

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
へ

✉tochigi-tgarden@
cc9.ne.jp

問
テ
ニ
ス
シ
ョ
ッ
プ
ベ
ス
ト
（
水
・

木
・
金
16
時
〜
20
時
）☎
（51）
１
８
１
７

ス
ポ
ー
ツ
課
☎

（25）
０
９
３
０

曜日 講座名 開催日 時間 定員

月

初めての書道

12/22～R8/3/9

10時～11時30分 20人

健康体操 17時～18時30分 50人

筋力アップ講座 19時～20時30分 50人

水
エアロ☆ダンス

R8/1/7～R8/3/11
19時～20時30分 50人

ストレッチ&ヨガ 17時～18時30分 30人

木 リズム体操 R8/1/8～R8/3/8 10時～11時30分 50人

金 イキイキ☆フィットネス R8/1/9～R8/3/8 10時～11時30分 50人

曜日 講座名 体験会 開催日 時間 定員 費用

火 欲張りフィットネス  10/7 10/28　11/11・18　12/2・9・16 16時30分～17時15分  15 人

3,600 円
水 コグニ・ロコトレ  10/8 10/15・29　11/12・19　12/3・10 13時30分～14時15分  15 人

木 ZEROエアロ  10/2 10/9・23　11/13・27　12/11・25　 19時15分～20時  15 人

金

アンチエイジング
エクササイズ  10/3 10/10・24　11/14・28　12/12・26 19時～19時45分  15 人

初めてのヨガ  ー 9/26　10/10・17・31
11/7・14・28　12/5・12・19 10時～11時  25 人 8,640 円

知っていますか？「栃木市民憲章」

令和２年度に制定した「栃木市民憲章」は、市民主体の住
みよいまちづくりを推進するため、まちづくりをする上で
の心構えや、行動指針を示しています。この市民憲章を日々
の生活の中で心に留めていただき、皆で栃木市をより豊か
にしていきましょう。問 総務人事課☎（２１）２３４２

栃木市民憲章

　栃木市は、豊かな自然に恵まれ、栃木県名発祥の地

として、歴史と文化が息づくまちです。

　わたしたちは、この美しいふるさとに誇りと愛着を

もち、誰もが住みよい平和で豊かな未来をつくるため、

この憲章を定め行動します。

１ 笑顔であいさつを交わし、相手を思いやります

１ 自然と伝統を大切にし、美しい環境をつくります

１ 交通安全や防災を心がけ、互いに助け合います

１ 健やかなからだをつくり、生きがいをもって働きます

１ 広い視野で多くを学び、まちづくりに参加します

 　　令和２年１０月１０日

　　　　　　　　　　　　   栃木県栃木市

《　66　自転車　》
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  時 日時　場 場所　対 対象　定 定員　費 費用　内 内容　申 申込　問 問合先

関東どまんなかサミット情報関東どまんなかサミット情報 近隣市・町の情報をご紹介近隣市・町の情報をご紹介

古河市（茨城県）

スポーツフェスタ古河2025スポーツフェスタ古河2025

「老若男女どなたでも楽しめる体験型イベ
ント」を開催します。トップアスリートと一
緒にカラダを動かしましょう！
日時　11月3日（月・祝）9時～16時
場所　古河市イーエス中央運動公園（古河市
下大野2528）
参加費　無料
問古河市スポーツ振興課

☎0280（22）5111

加須市（埼玉県）

KAZOLING CYCLE RALLY 2025KAZOLING CYCLE RALLY 2025

期間中にラリーポイントを自転車で巡り、
４か所以上のキーワードを集めた方に抽選で
賞品をプレゼントします。応募には、集めた
キーワードと「ラリーポイントと自転車が一
緒に写っている写真１枚」の提出が必要とな
ります。
期間　10月５日（日）～11月14日（金）

賞品　加須市の特産品詰め合わ
せなど※抽選参加方法や賞品な
ど、詳細は加須市ホームページ
をご覧ください。
問加須市観光振興課☎0480（62）1111

板倉町（群馬県）

群馬の水郷　揚舟無料体験乗船群馬の水郷　揚舟無料体験乗船

船頭が一本の竹竿で操船する揚舟に乗船し
てみませんか。
日時　10月11日（土）、12日（日）、13
日（月・祝）、18日（土）、19日（日）の
5日間／９時～ 15 時 30 分までの 30 分
ごとに2便ずつ（１日14便）
場所　群馬の水郷（板倉町岩田2941-3）
料金　無料　　
乗船時間　約15分
申込　予約不要（当日出航時間の15分前に
乗船手続きをしてください）※天候や河川の
状況により、晴天でも運休になる場合があり
ます。
問板倉町産業振興課☎0276（82）1111

野木町（栃木県）

野木町煉瓦窯秋フェスタ野木町煉瓦窯秋フェスタ

日時　10月 4日（土）・5日（日）9時～
15時　
場所　野木町煉瓦窯および野木ホフマン館
（野木町野木3324-10）
内容　煉瓦窯見学ツアー、ジャズ演奏、模擬
店、ワークショップなど
問野木町煉瓦窯イベント実行委員会

☎0280（33）6667

小山市（栃木県）

第 74回小山市菊花大会第 74回小山市菊花大会

日時　①②10月 25日（土）～11月 16
日（日）9時～16時③11月 3日（月・祝）
時間未定※なくなり次第終了
場所　小山 思川温泉（小山市喜沢1475）
内容　①一般盆養菊、懸崖作りなど約400
点の展示②富士山作り展示③菊鉢の無料配布
問小山市観光協会☎0285（30）4772

毎年 10 月は全国不正軽油撲滅強化月間
　不正軽油とは、軽油引取税の脱税を目的に軽
油の代替燃料として灯油や重油を混ぜるなどし
て使用するものです。知事の承認を受けずに自
動車の燃料として灯油や重油などを使用する
と、罰則の適用を受けることがあります。不正
軽油に関わる者は、すべて罰則の対象になりま
す。不正軽油に関する情報は、「不正軽油110
番（☎23-3862）」またはウェブサイト内「不
正軽油110番情報提供フォーム」
をご利用ください。問栃木県栃木
県税事務所 不動産評価・軽油担
当☎（23）3862

シルバー人材センター入会説明会
時①北部事業所 都賀総合支所別館（旧都賀図
書館／都賀町原宿）、大平連絡所（大平町西野
田）、南部事業所（藤岡町大前）：10月6日（月）
13時 30分～②栃木センター きららの杜と
ちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民交流センター／
入舟町）､ 岩舟連絡所（岩舟町下津原）：10月
7日（火）13時 30分～対市内在住で働く意
欲のある60歳以上の方。お住まいの地域の事
業所へ。（入会を希望される方は必ず入会説明
会にご出席ください）問栃木センター☎（23）
4165 ／南部事業所☎（62）1534 ／北部
事業所☎（25）5100／大平連絡所☎（43）
0155／岩舟連絡所☎（55）8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時①きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市
市民交流センター／入舟町）駐車場西側（シ
ルバー人材センター作業室前）：10月 15
日（水） 9時～ 12時（申込みは11時 30
分まで）②岩舟連絡所（岩舟町下津原）：10
月 22 日（水）9 時 30 分～ 12 時（申込
みは 11 時 30 分まで）費包丁類 400 円
～・刈込はさみ600円～問シルバー人材セ
ンター栃木センター ☎（23）4165

親子ふれあい茶道体験会
時 10 月 25 日（土）9 時 30 分～ 12 時場
きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民交
流センター／入舟町）和室対市内在住の小学生
とその保護者定 10組（抽選制）費親子2人
１組につき 1,000 円程度（子ども 1人追加
で500円追加）内茶道体験／持ち物：タオル
（手拭き用）、飲物（水分補給用）・替えの靴下・
筆記用具／主催：栃木市家庭教育オピニオン
リーダー会ＣＡＲＰＡ申 10月 8日（水）ま
でに問合先まで問栃木公民館☎
（24）0352 ／受付：8 時 30
分～17時 15分（土日祝除く）

公募型樹木伐採参加者募集
　県内の河川内に繁茂している樹木を、無償
で伐採し、持ち帰ることのできる方を募集し
ます。時募集期間：10月 3日（金）～17

日（金）対個人・団体問いません申県ホーム
ページまたは土木事務所ホームページにて詳
細を確認のうえ、所定の様式に必要事項を記
入し問合先へ問栃木県河川課☎028-623-
2444、栃木土木事務所☎（23）3593

心の健康に最適なやさしい囲碁教室（初級）
時 10月中の毎週水曜・金曜日（全10回）　
10時～12時場老人福祉センター長寿園（薗
部町2丁目）対どなたでも定 10人費無料
（ただし長寿園の入館料が必要）内初心者向
けの囲碁教室です申９月30日（火）までに
電話にて問合先へ（教室
開催中は実施日時に会場
へ）問生涯学習人材バン
ク講師　中村正☎ 090-
1040-5877

10 月 25 日（土）は着物で栃木を街歩き
　日本の伝統文化である着物の良さを広める
ため、蔵の街とちぎで「小江戸とちぎきもの
の日」を開催します。江戸情緒漂う蔵の街
で、お洒落に小粋に着物で街歩きをしてみま
せんか。時 10月 25日（土）10時～ 16
時（受付時間 10 時～ 15時 30分／各着
付会場９時～ 11時 30分）場蔵の街大通
り周辺（受付会場：とちぎ山車会館前広場）
費参加費1,000円（着物レンタル・着付け 
別途 3,300円）※着物レンタル・着付けは
10 月 1日（水）～ 15 日（水）に各着付
会場に要予約①横山郷土館（八重桜の会）✉
yaezakuranokai@yahoo.co.jp ② お う
るび☎050-8882-6101③丸萬☎（23）
0553（ワクラカフェ）（各着付け場所の予
約数に限りがございます。予めご了承くださ
い。）内受付をした後は自由に蔵の街散策。
マルシェや協賛店等での各種特典、写真撮
影、人力車乗車体験などをお楽しみいただけ
ます。問小江戸とちぎきものの日実行委員会
（観光振興課内）☎（21）2374

みかも山健康ハイキング
時 10月 26日（日）受付8時30分～9時、
解散14時（予定）場みかも山公園／集合・解
散場所：南口広場定 50人（先着順）費無料内
コース予定：南口広場出発‐野草の園‐三毳
の関跡‐万葉館‐山頂広場‐中岳‐みかも神
社‐富士見台‐わんぱく広場‐南口広場／持
ち物：弁当・飲物・敷物・軍手・雨具など申電
話にて問合先まで（事前受付のみ）問栃木市大
平レクリエーション協会（熊谷）☎（43）5473

行政書士無料相談会
時 10月 25日（土）10時～12時場きらら
の杜とちぎ蔵の街楽習館（栃木市市民交流セ
ンター／入舟町）費無料内相続・遺言につい
て知りたい、土地利用に関する手続きを知り
たいなど、官公署への提出書類の作成につい

て、相談員が分かりやすくアドバイスします。
資料等をご持参ください。申不要。当日受付
順問行政書士会事務局☎028-635-1411

不動産無料相談会
時 10月 7日（火）10時～15時場市役所本
庁舎（万町）4F 401会議室対どなたでも費
無料内不動産（土地・建物）の価格、地代、家賃、
借地権の価格など不動産に関することを栃木
県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑定士に相
談できます。申事前予約制問公益社団法人 栃
木県不動産鑑定士協会☎028-639-0556

「法の日」司法書士無料法律相談
時 10月 1日（水）～7日（火）9時～12時・
13時～ 17時（土日除く）場市内の各司法書
士事務所内無料で司法書士業務に関する相談
を行います。不動産登記（相続・贈与・売買等）、
商業登記（会社設立・役員変更等）、成年後見（高
齢者の財産管理）、供託、訴訟、多重債務等問栃
木県司法書士会☎028-614-1122（予約・
相談は直接お近くの司法書士事務所まで）

獨協医科大学公開講座
　地域の健康課題解決に向けた獨協医科大学
の教育・研究成果を基に、健康や病、疾病に
ついて、それぞれ専門の教育者や研究者が詳
しく解説します。時① 11月 5 日（水）②
11 月 19 日（水）③ 11 月 26 日（水）各
日13時 30分～ 15時場大平健康福祉セン
ター（ゆうゆうプラザ／大平町西野田）対市
内在勤・在住の方定各日80人費無料内①再
生医療最前線（変形性関節症は再生医療でど
こまで治せるか？・脂肪幹細胞による軟部組
織再建の可能性）／講師：瓜

うりた
田 淳

あつし
氏（整形

外科学講師）・梅
うめかわ
川 浩

こうへい
平氏（形成外科学准教

授）②障害者スポーツを応援しよう！／講師：
鈴
すずき
木 重

しげなり
成氏（眼科学講師）③素敵に年齢を重

ねるためのヒント～老化の基礎知識と健康運
動～／講師：高

たかせ
瀬 佳

かなえ
苗氏（国際公衆衛生看護

学特任教授）申 10 月 1日（水）9時から、
専用フォームから申込または、氏名・フリガナ・
住所・電話番号・メールアドレス・参加希望
講座を記載し、問合先へ FAXしてください。
受講決定者には参加券（ハガキ）を発送します。
講座参加当日は、参加券を受付
に提出してください。問獨協医
科大学地域共生協創センター☎
（87）2508 FAX（86）1300

栃木矯正展
矯正展とは、法務省が提唱する「社会を明
るくする運動」の一環として、刑務所、少年
院等の矯正施設に対する理解を深めていただ
くことを目的に、刑務所等で開催しているも
のです。時 10月 19日（日）9時30分～
15時場栃木刑務所（惣社町）※駐車場あり
ます費無料内①矯正広報コーナー②刑務所作

業製品の展示販売③所内見学④性格診断⑤各
種イベント⑥模擬店（飲食店等）⑦ちびっこ
刑務官撮影⑧缶バッチ製作体験⑨栃木県キャ
ラクター「とちまるくん」ほかが来所⑩パト
カー等の展示問栃木刑務所☎（27）9611

子育てひとやすみ講座
時①小物作り：11 月 6日（木）10 時～②
クリスマスケーキ作り：12月 4日（木）10
時～③フラワーアレンジメント：令和8年
1月 15日（木）10時～④雛ちらし寿司作
り：令和8年 2月 12日（木）10時～場大
平健康福祉センター（ゆうゆうプラザ／大平
町西野田）対未就学児の親子定各回10組（先
着順）費各講座1回 300円内子育ての手を
休めて講座に参加してみませんか。お子様は
託児コーナーで読み聞かせ等を行ないます。
申各講座の1か月前から問大平町家庭教育
オピニオンリーダーほほえみの会（増田）☎
090-4963-6954

「みんなで１万本ノック」参加者募集
　野球・ソフトボールのプロ選手のノックを受
けて総数１万本を目指す参加型スポーツイベン
ト。お子さんや初心者も大歓迎です。ゲストは
ソフトボールパークプロジェクトのホームペー
ジをご覧ください。時 11月 22日（土）13時
～ 15 時場つがスポーツ公園（都賀町家中）
対どなたでも定 300 人費子ども・学生は無
料、大人 1,000 円（当日 1,500
円）申２次元コードから申込問ソ
フトボールパークプロジェクト✉
sbpp@r-monstella.com

栃木県市町村総合事務組合職員採用試験
時第1次試験：11月16日（日）、第2次試験：
12月６日（土）または６日（土）、７日（日）の両
日場栃木県自治会館（宇都宮市昭和１丁目）対平
成２年4月2日から平成16年 4月 1日まで
に生まれた方内詳細は問合先ホームページにて
掲載申 10月１日（水）～31日（金）〔必着〕問栃
木県市町村総合事務組合☎028-625-3011

栃木県育英会 奨学生・東京学生寮入寮者募集
時募集期間：10月 1日（水）～11月 14
日（金）対月額奨学生・入学一時金奨学生：
令和8年度に進学予定の方／東京学生寮入寮
者：令和8年度に大学等に進学予定の方内願
書は９月上旬頃、県内中学校、高等学校等に
配布します。また配布に合わせてホームペー
ジからもダウンロード可能となります。お願
い：栃木県育英会では、奨学金
の貸付原資となる善意の寄附金
を募集しています問栃木県育英
会事務局☎028-623-3459

正しい歩き方教室フォローアップ
時 10 月 29 日（水）14 時～ 15 時 ※集
合 13時 45分～場大平ふるさとふれあい
館（大平町真弓）対市内在住者で運動制限の
ない方定 20人（先着順）費 300円内姿勢・
体幹力チェック・正しい立ち方や歩き方の指
導申電話または窓口にて問栃木市社会福祉協
議会大平支所☎（43）0294
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時日時 場場所 対対象 内内容 定定員 費費用 持持ち物 申申込児童館・支援センターのお知らせ児童館・支援センターのお知らせ

月の Pick U今月の Pick Up!
大平町西水代1704-4　☎（43）1134
9時～16時・月曜祝日休子育て支援センターおおひら子育て支援センターおおひら

　子育て支援センターおおひらでは、1歳以上のお子さんを対象にころこ
ろ広場を開催し、製作や季節の行事等を行っています。また、0歳児対
象のあかちゃんサロンでは、お昼寝アート
や、ふれあい遊び等を行い、6か月、1
歳の月には足形、手形のバースデーカー
ドをプレゼントしています。木曜日は身体
測定ができます。土日も開館しています
ので、ぜひ遊びに来てください！

■令和８年度学童保育利用申込受付
対象　保護者の就労等により、放課後に家庭での保護指
導を受けられない児童（市内の小学校に令和８年度に在
籍の児童）で令和８年４月１日から利用希望の方
申込
公営学童保育　所定の申込用紙（市 HP、各学童保育、
市役所本庁舎・各総合支所にあり）に必要事項を記入の
うえ、11月 4日（火）～ 17日（月）にお申込みください。
民営学童保育　各学童保育に直接お問合せください。
※ 定員には限りがありますので、お申込みいただい
ても利用できない場合があります。

※ 公営学童保育と民営学童保育の両方に重複しての
申込はご遠慮ください。

問 子育て総務課　☎ (21) ２２２３

場所：今泉町２丁目１番４０号
（栃木保健福祉センター２階）
開館時間：８時３０分～１７時１５分
（土・日・祝日・年末年始を除く）

こども家庭センター
  からお知らせです

■こども家庭センター市民講座
　こどもの心や発達に関わっている方々のお話が聞ける貴重な機会です。
ぜひお越しください。
日時　10月 29日（水）　13時 30分～ 15時
場所　ゆうゆうプラザ大会議室　
対象　市内在住の方
内容　思春期の性について　～中学生、高校生の性の現状について～
定員　20人程度（先着順）
費用　無料 
申込　10月１日（水）～ 17日（金）（受付時間：９時～１７時）
下記問合せ先へお電話ください
問 こども家庭センター　☎ (20)7705

施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事
いまいずみ児童館
☎（27）5322
9時～17時・水曜祝日休

じどうかんまつり～いまいずみランドへようこそ～時 10月 26日（日）13時～16時内ディ
ズニーをテーマにしたおまつりです対 0歳～18歳定 100人（先着順）※未就学児は保護者
同伴 ★詳細や他イベントはHP等でご確認ください。

そのべ児童館
☎（20）6231
9時～17時・木曜祝日休

きねんび☆ Photo 時 10月 1日（水）9時30分～ ぺたぺたひろば時 10月 14日（火）9
時 30分～ 親子ビクス時 10月 20日（月）10時～ ミニミニ運動会時 10月 29日（水）
10時～ ★予約等、詳しくはHPをご覧ください。

はこのもり児童センター
☎（24）4034
9時～19時・水曜祝日休

モルックに挑戦︕時 10月 11日（土）、12日（日） ① 14時～15時②15時～16時③16時
～17時定各時間12人 Happy ハロウィン☆ 2025 時 10月 26日（日）14時30分～無くな
り次第終了定 50人 ☆共通事項申当日9時開始（電話可）対 18歳未満（未就学児は保護者同伴）

地域子育て支援センター（とちぎ）
☎（23）2740
9時～16時30分・土日祝日休

子育て講座「ベビーマッサージ」時 10月 17日（金）10時 30分～対 0歳児（未経験の方優先）申 9月 29日（月）9時～ 
ほんわかタイム時①10月 7日（火）②21日（火）10時～内①リトミック②ねんねアート対 0歳児申 9月 25日（木）9時
～ ハイハイレース時 11月 7日（金）10時～対ハイハイができるお子さん申 10月 10日（金）9時～ ★詳細はHPにて

認定こども園さくら子育て支援センター
ゆめふうせん ☎（24）3900
9時～15時・土日休

わくわく給食時 10月 6日（月） 英語で遊ぼう︕レッツ ABC 時 10月 15日（水） モグモグ離
乳食時 10月 16日（木） あべ先生の子育て相談時 10月 20日（月） 親子で楽しむリトミック
時 10月22日（水） 先生の読み聞かせ時 10月27日（月） ハロウィン製作時 10月30日（木）

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ  ☎（27）8890
9時～14時・土日祝日休

親子エアロビ 1・2・3 ︕時 10月 20日（月）対 2歳前後持飲み物・室内履き みんなでお
めでとう︕ハーフ・1・2・3 ｔｈバースディ時 10月 27日（月） ポッケ広場日程、詳細は、
HPをご覧になり、お電話ください。 ☆共通事項時 10時 30分～申平日9時～15時

けやき保育園子育て支援センターきらり
 ☎（23）8905 
10時～15時・土日祝日休

うんどうあそび時 10月16日（木）11時20分～対 1歳半以上 あしがたあーと時 10月22日（水）、29日（水）10時～ お誕生日会時 10
月23日（木）10時30分～対 10月生まれ定 6人 ベビーマッサージ時 10月30日（木）10時30分～対 1歳まで定 8組持バスタオル、
ベビーオイル 先生とあそぼう︕時 10月 31日（金）①10時30分～②11時～対①ハイハイまで②あんよができるお子さん定各10組

とちぎおもちゃ図書館・子育て支援センターたんぽぽ
☎（51）3475　10時～12時、12時30
分～15時30分・土（第1・3・5）日祝日休

第 46 回栃木市栃木文化祭『移動おもちゃ図書館』時 10月 25日（土）10時～ 14時場と
ちぎ岩下の新生姜ホール　大会議室対どなたでも自由に参加いただけます。内プラレール、ごっ
こ遊び、魚つり、伝承玩具などの遊びコーナー申事前申し込み不要。 ★ 25日（土）は休館

地域子育て支援センターおおひら
☎（43）1134
9時～16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン時①11月 6日（木）または13日（木）②27日（木）内①カレンダー製作②ベビーチャクラマッ
サージ申 10月 15日（水）～ ママころころ時 11月 19日（水）※託児付き内グリーティングカード作り申 10月
10日（金）～ ころころ広場時 11月 25日（火）内みんなで遊ぼう「秋」申 10月 10日（金）～ ★詳細はHPにて

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時30分
（７・８月は18時）・月曜祝日休

わいわい広場時①10月 3日（金）②10月 10日（金）10時 30分～内①感触あそび②ハロウィン
の活動対乳幼児の親子費未定申①9月26日（金）～②10月3日（金）～ タッチケア（ベビーマッサー
ジ）時 10月 17日（金）10時30分～費 100円※初回参加者200円申 10月 10日（金）～

大平みなみ児童館
☎（43）9880
8時 30分～17時・月曜祝日休

こどもクッキング（わたあめ＆ポップコーンを作ろう）時 10月 18日（土）10時～対小学
生16人申受付中 ハロウィンイベント時 10月 21日（火）～31日（金）内おばけを探してお菓
子をＧＥＴ！対 18歳未満（乳幼児は保護者同伴）

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
エンジェル ☎（20）0808
9時30分～14時30分・土日祝日休

ハロウィンパーティー時 10 月 31日（金）10時～12時定 6組申 9 月 25日（木）9時
30分～ ★行事の詳細やその他の行事・変更等はフォレストキッズ保育園HPをご覧ください。

認定こども園おおひらふじ幼稚園子育て支援
センターおおひらふじ ☎（43）3665
9時～14時・土日祝日休

「季節の製作☆秋」時 10月14日（火） 「ミニミニ運動会」時 10月21日（火）時動き易い恰好・履
物でご参加ください。 「ハロウィン」時 10月28日（火）10時～申詳細は園ＨＰをご覧ください。 
★活動の前後は園庭や支援室で遊びましょう♪

地域子育て支援センターふじおか
☎（62）5011
9時～16時・土日祝日休

粘土あそび時 10月 2日（木）10時 30分～ 親子のパーソナルカラーレッスン時 10月 10
日（金）10時～ ハロウィン製作時 10月 16日（木）10時30分～ 1 歳からのリトミック
時 10月 23日（木）10時30分～ ☆共通事項申 9月 25日（木）9時～詳細はHPにて

認定こども園ふじおか幼稚園子育て支援セ
ンター もりのカフェ ☎（61）1152
10時～15時・土日祝日休

もりのカフェイベント情報　ここでしか経験できない有名スイーツ店とのコラボ
クッキングワークショップや親子お出かけイベントなど、ここには書ききれないイ
ベントが盛りだくさん！詳細・受付は公式 LINEにて！

認定こども園バンビ幼稚園子育て支援セ
ンター バンビーニ ☎（62）5431
9時～15時・土日祝日休

小麦粉粘土あそび時 10月8日（水）11時～ 幼稚園のお庭で遊ぼう♪時 10月15日（水）11時～持帽
子・水筒 ハロウィン製作時 10月22日（水）11時～ ぷちぷち運動会時 10月29日（水）11時～持室
内履き・水筒 ☆共通事項場バンビ幼稚園内対未就園児と保護者申不要 ★詳細はHP・LINEにて

地域子育て支援センターつが
☎（27）2122
9時～16時・土日祝日休

季節の製作時 10月2日（木）10時～ 0 歳のリトミック時 10月9日（木）10時～ 手形・足形アー
ト時 10月 16日（木）10時～ 秋の運動会時①10月 22日（水）②10月 23日（木）10時～ つ
がっこにしっこ遊ぼう会時 10月 29日（水）10時～申受付中 ★詳細はHPにて

地域子育て支援センターにしかた
☎（92）2900
9時～17時・土日祝日休

季節の壁掛け製作時 10月 1日（水）10時30分～ 親子製作（ハロウィン）時 10月 22（水）、
23日（木）10時 30分～ 健口のお話（早乙女歯科医院）時 10月 24日（金）10時 30
分～対未就園児と保護者申要申込★詳細などは、HPをご覧ください。

地域子育て支援センターいわふね
☎（55）7920
9時～16時・土日祝日休

ベビービクス時 10月 1日（水）10時～ えほんといっしょ時 10月 17日（金）10時～ 
リズムと心の癒し時 10月 21日（火）10時～ プチ・ハロウィン時 10月 29日（水）10
時～ ★他にも楽しい活動をたくさん行っています。詳細はHPをご覧ください♪

生涯学習課 ☎（21）2490　

Volunteer activities by foreigners
（外国人によるボランティア活動）

　近年、小中学校に転入してくる外国籍
の子どもが増えてきています。その中に

は、日本語が全く分からない子どもが少なからずいます。
　部屋小学校では、昨年９月に転入したパキスタン国籍
の子どもの学びを支援するために、地域コーディネー
ターから紹介された日本人２名・パキスタン人１名のボ
ランティアが協力し、「日本語サロン」を行っています。
ここでは、日本語を中心に身振り手振りや時には翻訳

アプリなども使いながら、
週２回、国語や算数の学
習支援を行っているほか、
日本の文化に触れたり学
校生活や困りごとの相談
に乗ったりしています。
　今後、外国語や他教科・領域でも外国人ボランティア
の活躍が期待されます。

「とちぎ未来アシストネット事業」
の詳細は、市HPをご確認ください。

民営学童保育

公営学童保育
対象小学校 申込先

栃中央小、栃三小、栃四小、栃五小、南小、
吹上小、皆川城東小、千塚小
大平、藤岡、都賀、岩舟地域内各小学校

子育て総務課（本庁舎2階）／各総合支所
地域づくり推進課（西方総合支所を除く）

学童保育 申込先

寺尾学童保育の会（寺尾小） NPO 法人寺尾学童保育の会
☎０７０-４０９７-３７０８

スマイルクラブきた・こくちょう・みなみ・みや
のこ（国府北小、国府南小、大宮南小、大宮北小）

NPO 法人スマイルクラブ
☎０８０-９５７１-３６３９

西方児童クラブ、第２西方児童クラブ、真名子
児童クラブ（西方小、真名子小）

社会福祉法人栃木市社会福祉協議会西
方支所　☎（92）８０８０

さくら３Jホール学童クラブ さくら３Jホール
☎（22）７１００

学童保育フレンド 学童保育フレンド　☎（43）0112
大平中央保育園　☎（43）7708

SES 学童クラブ（英語型学童） さくら学園 SEI
☎（25）１７１１

Fuji Kids Academy（学習型学童） ふじおか幼稚園
☎（61）１１５２

ハートキッズ フォレストキッズ保育園
☎（20）０８０８

（７・８月は18時）・月曜祝日休

地域子育て支援センターいわふね
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乳幼児健診・健康相談等のご案内乳幼児健診・健康相談等のご案内
★はこども家庭センター☎（25）3505
♥は健康増進課　　　　☎（25）3511
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休日・夜間救急診療休日・夜間救急診療
　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診療を行うものです。急病で
はない患者さんは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急診
療の正しい利用をお願いします。

集団検診集団検診（受診には予約が必須です）（受診には予約が必須です）

10月の当番医師（栃木地区急患センター）

急患センター終了後、問合先
栃木市消防本部　月～土曜日の 22 時以降 　　   ☎（22）0119
　　　　日曜・祝休日・年末年始の 21 時以降   ☎ 050-1808-9939（音声ガイダンス）　

栃木地区急患センター（境町）　☎（22）8699
診療時間等　平日（月～土）　　　　　　　内　科 19 時～22 時
　　　　　　休日（日曜日、祝休日、年末年始）　内　科   9 時～21 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　外　科   9 時～17 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小児科 18 時～21 時
　※必ず、受診前に電話確認をお願いします。症状によりお越しいただく
　　時間や注意点をお伝えします。
　　�　当番医（右表）は変更になる場合もあります。症状によっては、急患

センターでの対応が 困難な場合があります。
　※�受付は、診療時間終了30 分前までにお済ませください。

とちまる救急安心電話相談
急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
子ども　☎ 028-623-3511 プッシュ回線の場合 ＃ 8000
大人（おおむね 15歳以上）　☎ 028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃ 7119
　月～金曜 16時～翌朝10時 ／ 土・日・祝休日 24時間（10時～翌朝10時）　

医療機関の情報を提供。
ホームページ　「医療情報ネット」で検索

医療情報ネット

1 水 獨協医科大学病院医師
2 木 金子（金子内科医院）
3 金 青木（虎）（青木医院）
4 土 獨協医科大学病院医師

5 日 黒木（知）（くろき内科クリニック）
川島（かわしまクリニック）／小児：獨協医大医師

6 月 石川（柴病院）
7 火 黒木（知）（くろき内科クリニック）
8 水 獨協医科大学病院医師
9 木 金子（金子内科医院）

10 金 獨協医科大学病院医師
11 土 横山（よこやま内科小児科クリニック）

12 日 獨協医科大学病院医師
石川（柴病院）／小児：獨協医大医師

13 月 獨協医科大学病院医師
三浦（三浦整形外科）／小児：獨協医大医師

14 火 黒木（知）（くろき内科クリニック）
15 水 前田（城西病院）
16 木 金子（金子内科医院）
17 金 獨協医科大学病院医師
18 土 青木（虎）（青木医院）

19 日 金子（金子内科医院）
中野（中野病院）／小児：獨協医大医師

20 月 石川（柴病院）
21 火 黒木（知）（くろき内科クリニック）
22 水 石嶋（金田医院）
23 木 金子（金子内科医院）
24 金 獨協医科大学病院医師
25 土 前田（城西病院）

26 日 獨協医科大学病院医師／17時-：青木（虎）（青木医院）
青木（虎）（青木医院）／小児：獨協医大医師

27 月 石川（柴病院）
28 火 黒木（知）（くろき内科クリニック）
29 水 獨協医科大学病院医師
30 木 金子（金子内科医院）
31 金 獨協医科大学病院医師

　生活習慣病の多くは進行するまで自覚症状がほとんどありません。疾病の早期発見、生活習慣の改善や健康の保
持増進のため、年に 1 回の健診を受けましょう。
　詳しくは「けんしんガイドブック（広報とちぎ 6 月号折込み）」、「けんしんパスポート（5 月発送）」をご覧くだ
さい（上記二次元コード参照）。受診券を紛失された場合は、再発行いたしますのでご連絡ください。また、職場
の健康診断等を受診して市の特定健診（および市助成の人間ドック）を受診されない方は、健診結果の提供をお願
いします。

問 健康増進課　☎（25）3511

がん検診を受けましょう

特定健診 受けましたか？特定健診 受けましたか？
栃木市国民健康保険に加入している 40 ～ 74 歳の方へ栃木市国民健康保険に加入している 40 ～ 74 歳の方へ

　がん検診の費用は、市の検診を活用すれば、
通常より少額で受けることができます。早期発
見・早期治療につなげるためにも、定期的にが
ん検診を受けましょう。

　日本のがんによる死亡者数は年間 37 万人を越え、死亡原因の第 1 位となっています。今や日本人の 2 人に 1 人が
罹患するがんは、自覚症状なく進行するため、初期のうちに発見し、早期治療につなげることが大切です。
　市では、集団検診を市内 12 箇所で、土曜・日曜日を含め約 100 日早朝から実施しています。なお、午後の日、女性の
日、託児サービスの日なども設定しています。また、個別に医療機関でも、がん検診（子宮、乳、口腔）を実施しています。

※自覚症状がある方は、検診ではなく、医療機関を受診
して、診断のための適切な検査を受けてください。また、
検診でがんが 100％見つかるわけではありません。

問 健康増進課　☎（25）3511

10・11 月の 集 団 検 診日程 ～ 1 年 に 1 回 検 診を 受けましょう～
受 付 時 間 　 7 時3 0 分 ～10 時3 0 分 受 付 時 間 　 8 時 ～11時 　

月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

10

2 木 長寿園　※ 1 男女

11

1 土 栃木保健福祉センター 男女
6 月 藤岡保健福祉センター　※ 1 男女 4 火 皆川公民館　※ 2 男女
9 木 CITY GYM&SPA 遊楽々館 女 5 水 都賀総合支所 2 階（新庁舎） 男女

15 水 北部ゆったり～な 男女 6 木 栃木保健福祉センター 女
19 日 栃木保健福祉センター 女 10 月 CITY GYM&SPA 遊楽々館 男女
20 月 栃木保健福祉センター 男女 11 火 北部ゆったり～な 男女
21 火　 大平ゆうゆうプラザ 男女 13 木 栃木保健福祉センター　※ 3 女
22 水 大平ゆうゆうプラザ 男女 14 金 寺尾公民館　※ 2 男女
23 木 栃木保健福祉センター 男女 20 木 栃木保健福祉センター 男女
28 火 栃木保健福祉センター 男女 27 木 藤岡公民館　※ 1 ※ 2 男女
29 水 栃木保健福祉センター 男女 28 金 栃木保健福祉センター 男女
30 木 栃木保健福祉センター　※ 3 女 29 土 大平ゆうゆうプラザ 女

※ 1　上履きと下足入れ用の袋をご持参ください。
※ 2　11/4、11/14、11/27 は受付時間が 8：30 ～ 11：00 となります。
※ 3　10/30、11/13 は託児サービスを実施します。（完全予約制となります。詳しくはけんしんガイドブックをご覧ください。）

♥ 健 康 相 談 ・ 栄 養 相 談 ・ 禁 煙 相 談
食生活や生活習慣の見直し、禁煙などについて管理栄養士や保健師がご相談に応じます。相談場所や日時などはご相談ください。
お電話でもお受けします。

♥ こ こ ろ の 健 康 相 談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜 日 会 場 相 談 時 間

10 20 月 栃木保健福祉センター
① 13 時 30 分～ 
② 14 時 30 分～ 
③ 15 時 30 分～

★ 子育て広場（乳幼児）
※ 10 時～ 11 時の間に会場に直接お越しください。

育児相談、離乳食・幼児食相談、
歯科相談、身体計測、親子あそび

10 月 7 日（火） 栃木保健福祉センター11 月 4 日（火）

★ 離乳食教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

離乳食の進め方、与え方、各月齢の
お口の様子、歯みがきの仕方 10 月 22 日（水） 栃木保健福祉センター

★ H e l l o 赤 ち ゃ ん 教 室 （ 妊 婦 さ ん と 家 族 向 け ）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

妊婦体験、助産師の話、栄養士の話、 
グループトーク 10 月 25 日（土） 栃木保健福祉センター

★ 1 0 月 の 乳 幼 児 健 診
※個別通知で案内した時間にお越しください。
日 曜日 地域（会場）
4 か月児健診

10 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
14 火 栃木（栃木保健福祉センター）
9 か月児健診

1 水 栃木（栃木保健福祉センター）
10 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
1 歳 6か月児健診

3 金 栃木（栃木保健福祉センター）
15 水 栃木（栃木保健福祉センター）
17 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
3 歳児健診

2 木 栃木（栃木保健福祉センター）
16 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
21 火 栃木（栃木保健福祉センター）

実際の金額 自己負担金

胃がん検診 5,280 円 800 円

大腸がん検診 1,760 円 300 円

乳がん検診 6,160 円 1,000 円【お申込み・詳細はこちら】【乳がん検診・セルフチェック】

結果の提供の対象者　
栃木市国民健康保険ご加入の 40 ～ 74 歳の方のうち、市の特定
健診を受診されず
・職場等で健康診断や人間ドックを受診された方
・�栃木市国民健康保険の助成を受けずに人間ドックを受診された方
結果の提供方法
本庁保険年金課へ健診結果（原本またはコピー）をお持ちください。
確認後、健診結果はお返しします。（窓口でアンケートをお願いす
る場合があります）

健診結果を提供いただくと
1．�提供の 1 ～ 2 か月後からマイナポータル

で特定健診情報を閲覧できるようになり
ます。

　　�閲覧できる情報：身長、体重、腹囲、血圧、
尿検査・血液検査結果等

2．�生活習慣病のリスクが高い方に、専門家
による生活習慣改善のご案内をさせてい
ただく場合があります。

問 保険年金課　☎ (21)2131

※日・祝下段：外科、その他：内科
広報とちぎ 2025.1027 26



文化会館文化会館 時日時  会会場  対対象  内内容  演出演  定定員  料料金  チチケット  申申込

スポーツ課 ☎（25）0930NEWSNEWS
栃木市民スポーツ応援団栃木市民スポーツ応援団     ストロベリーハーツストロベリーハーツ 

メンバー募集中！メンバー募集中！
Ｘ（旧Twitter） 入会フォーム

図書館図書館 時日時  会会場  対対象  内内容  演出演  講講師  定定員  料料金  申申込

宇都宮ブレックス
りそなグループ Bリーグ 2025-26 シーズンまもなく開幕！
　りそなグループ Bリーグ 2025-26シーズンが10月から開幕します。
宇都宮ブレックスの所属するB1リーグはこれまでの3地区制から東西の
2地区制となり、26クラブで頂点を争います。2024-25 シーズンでの
B1年間優勝および、バスケットボールチャンピオンズアジア（BCL Asia）
2025で優勝を果たした宇都宮ブレックスの2025-26シーズン開幕初戦
は10月 3日（金）、TOYOTA ARENA TOKYO（江東区）にてアルバル
ク東京と対戦し、ホーム初戦は10月 11日（土）、日環アリーナ栃木（宇
都宮市）にて島根スサノオマジックと対戦します。今シーズンも応援をよろ
しくお願いします！

栃木市杯第 5回栃木さくらカップ 2025 小学の部、高校の部　開催！
　女子野球の大会、栃木さくらカップ2025小学の部が10月26日（日）、
高校の部が11月1日（土）～2日（日）に開催されます。全国の高校女子野球
チームから16枠の出場を募り、優勝を目指して熱い戦いが繰り広げられま
す！また今大会は、「栃木女子高等学校美術部」がポスターデザインを制作
するほか、栃木市の賑わいの創出やまちづくりに取り組む「とちぎ高校生蔵
部」が考案した出店等も予定しており、同世代が躍動する大会を盛り上げま
す。観覧は自由ですので、ぜひ会場に足をお運びください！
会場：エイジェックさくら球場、
　　　とちぎ木の花スタジアム 他

【企画展】

喜多川歌麿と栃木の狂歌
【前期】10 月 10 日（金）～ 11 月　9日（日）
【後期】11 月 13 日（木）～ 12 月 14 日（日）
※ 前期・後期の各期内に、一部展示替えや版本等の場面
替えがございます。

喜多川歌麿《青楼三美人》喜多川歌麿《青楼三美人》
寛政4-5 年（1792-93）頃　個人蔵寛政4-5 年（1792-93）頃　個人蔵

（前期）（前期）

会 場　展示室A・B・C　　開館時間　9時30分～17時（入館は16時30分まで）
休 館 日　 月曜日（祝日の場合は開館）、10月14日（火）、11月4日（火）、11日（火）、

12日（水）、25日（火）
観 覧 料　一般／大・高生 800円（640円）／中学生以下無料
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介助者1名は無料
＊「家庭の日」の第3日曜日は中学生以下の子どもの同伴者2名まで観覧無料
＊11月3日（月曜日・祝日）は観覧無料

　江戸時代後期に活躍した浮世絵師、喜多川歌麿（？～1806）の画業や同時代の絵師た
ちによる華やかな浮世絵版画と肉筆画、そして栃木や各地方の狂歌やその発展といった、
身近な知と美をたくましく貪欲に楽しんだ江戸庶民の文化をご紹介します。

問栃木市立美術館　☎（25）5300

とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館） ☎ 23-5678

スガ シカオ　Hitori Sugar Tour「Road to 30th　Anniversary」
　超ビッグアーティスト「スガ シカオ」さんが栃木
市に登場！時 11月 1日（土）16時開場 17時開
演会大ホール対小学生以下入場不可／中学生以上は
チケットが必要料全席指定　7,700円、お 1人様
4枚まで※市内4文化会館、文化会館ホームページ、

チケットぴあ、ローソンチケットにて好評発売中！

THEカルテットの昭和歌謡コンサート
　懐かしのあの歌が皆様をお待ちしています！
時 10 月 6 日（月）13 時 30 分開場 14 時開
演会小ホール対未就学児入場不可演 THE カル
テット（歌・ピアノ・ヴァイオリン）料全席指定、
前売2,500 円 当日 3,000 円チ市内4文化会
館、文化会館ホームページで好評発売中！

ゆかりのアーティストシリーズ 　～世代を超えて楽しもう！フルートとピアノで奏でる音楽の時間～
　毎年1回、栃木市ゆかりのアーティストを紹介するシリーズ！今年は、市内在住のピアニスト・海老沼明美
さんと、共に活動するフルーティスト・青木優子さんを迎えて、世代を超えて楽しめる名曲の数々をお届けし
ます。時 12月 14日（日）13時30分 開場　14時 開演会小ホール対未就学児入場不可料全席指定 一般
1,000円、高校生以下500円チ 10月 19日（日）発売開始。（初日のみ 窓口：10時～、電話予約・オ
ンライン：13時～）市内4文化会館・文化会館ホームページ

大平文化会館　☎ 43-5232

おおひらティータイムコンサート
　深まる秋の午後のひととき、
ロビーで気軽にお楽しみいただ
けるコンサートです。時 11 月
20 日（木）14 時 30 分開場  
15 時開演会ロビー対どなたで
も内文部省唱歌等／秋メドレー、

リスト／愛の夢　ほか演長雅大（ピアノ）定
50人（当日先着順）料入場無料

岩舟文化会館　☎ 55-7055

ダニエル・ハリトーノフ ピアノリサイタル
　2015年、弱冠 16歳でチャイコフスキー国際
コンクール第3位。若々しく誠実な音色が魅せる
ピアノ名曲の祭典をお届けします。時 11月 23日
（日）13時 30分開場 14 時開演会ホール内ベー

トーヴェン／ピアノソナタ第14番「月光」、リスト／「ラ・カンパネ
ラ」ほか対未就学児入場不可料全席指定4,000円※市内4文化会館、
文化会館ホームページ、インプレサリオ東京チケットセンター、チケッ
トぴあ、ローソンチケット、イープラスにてチケット好評発売中！

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

おはなしひろば【読み聞かせ】
時①10月11日（土）②25日（土）各
日 10 時 30 分～ 11 時内①②季節のお
話をご用意してお待ちしています。演おは
なしボランティア『りんごの会』
えほんデビュー
時 10 月 21 日（火） 11時～11 時 30 分
会きららの杜とちぎ蔵の街楽習館1階交流
スペース対未就園児の親子内図書館スタッ
フによる絵本の読み聞かせと、簡単な工作を
行います。また移動図書館車「あじさい号」も
やってきます。申直接来館または電話
親子で楽しむ映画会
時 10 月 18 日（土）① 14 時～ 14 時
30分②15時 30分～16時内①「こぎ
つねコンとこだぬきポン」②「からすのパ
ンやさん」を上映対どなたでも

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

絵本の読み聞かせ
時①10月 4日（土）14時～14時 30
分②10日（金）③24日（金）各日10
時30分～11時対①幼児・小学校低学年
向け②③幼児向け内①季節の本ほか②③手
遊び・わらべ歌など演①②③ボランティア
『おはなししゃぼんだま』

大平図書館市民フェスタ
時 10月 25日（土）・26日（日）内「ウ
クレレコンサート」「お金がわかる！おこ
づかいゲーム」「マスカレードマスクをつ
くろう」など、盛りだくさん！詳しくはポ
スターチラシをご覧ください。

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 10月 4日（土）② 18日（土）各
日 14 時～ 14 時 30 分内①紙芝居「た
きびだたきびだぽっかぽか」ほか②紙芝居
「ハロウィンしょうてんがい」ほか演ふじ
おかおはなし会『コロポックル』
歴史講座「栃

とちぎやま も り や

木山守也勇退 100 周年記念
講演」&写真展
時①講座11月1日（土） 10時 30分～
12時②写真展10月1日（水）～11月
1日（土）内①旧藤岡町出身の第27代横
綱・栃木山守也の業績と勇退に関する講演
②栃木山守也関連の写真展示講板

いたばし

橋雄
ゆうざぶろう

三郎
氏（栃木県立栃木翔南高等学校非常勤講師）
対①小学校4年生以上②どなたでも定①
30 人申① 10 月 1日（水）から直接来
館または電話②申込不要

図書館都賀館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19 時 30 分／休館・月

たんぽぽおはなし会
時 10 月 18 日（土）10時～ 10時 20
分内パネルシアター「うさぎのダンス」ペー
プサート「五と言ったらさつまいも」演お
はなしボランティア『たんぽぽ』

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19 時 30 分／休館・月

市民フェスタにしかた 2025
時 10 月 18 日（土）・19 日（日）内は
ずれなしの「にしかたスーパーくじ」や、
小学生以下対象の「ぬいぐるみおとまり
会」、雑誌と本のリサイクル市など申「ぬ
いぐるみおとまり会」は9月20日（土）
より直接来館または電話
おはなし会
時 10 月 18 日（土）11時～ 11時 30
分内絵本「ぬいぐるみおとまりかい」ほか
演図書館スタッフ

図書館岩舟館　☎ 54 -1900
9 時～19 時 30 分／休館・月

おはなし会
時 10 月 11 日（土）14時～ 14時 30
分会岩舟公民館会議室5内絵本「さつま
のおいも」ほか演あきの会

オリジナル
消しゴムはんこづくり

ワークショップ
「浮世絵摺り体験！」

講演会
「喜多川歌麿と栃木」

講演会
「天明狂歌の大流行と栃木の狂歌師」

日時 10月25日（土）
13時30分～15時30分

➀11月2日（日）➁11月30日（日）
➂12月6日（土）

いずれも10時～12時
11月1日（土）

14時～15時30分
11月23日（日）

14時～15時30分

場所 多目的室（つなてみち） 多目的室（つなてみち） きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃
木市市民交流センター）大交流室

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃
木市市民交流センター）大交流室

対象 小学校4年生以上 ➀➂高校生以上➁小学校4年生
～中学生とその保護者

どなたでも
（小学生以下は保護者の同伴必須）

どなたでも
（小学生以下は保護者の同伴必須）

定員 12人（要事前申込、先着順） ➀➂各5人、➁5組10人
（要事前申込、先着順） 100人（要事前申込、先着順） 100人（要事前申込、先着順）

費用 1人500円
※要当日の企画展観覧券

1人300円（紙代等）
※要当日の企画展観覧券 無料 無料

講師 消しゴムはんこ屋おさと氏 当館職員 浅
あ さ の

野秀
しゅうごう

剛 氏（大和文華館 館長、
あべのハルカス美術館 館長） 小

こ ば や し

林ふみ子
こ

 氏（法政大学 教授）

申込 10月4日（土）10時～、電話 10月4日（土）10時～、電話 9月20日（土）10時～、電話 9月20日（土）10時～、電話

栃木さくらカップHP
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Editor's Editor's NNoteote 編集後記編集後記 市の最新情報はWebで！市の最新情報はWebで！

Instagram

公式HP Facebook

YouTube

Ｘ（旧Twitter）

LINE

次号
広報とちぎ11月号は

 各自治会への配布のほか、市内の公共施設、コンビニエンスストアなどの協力店
舗に設置しています。市ホームページや広報紙配信サービスもご利用いただけます。10月 20日（月）発行

目の不自由な方のために、点字版広報とちぎの発行や市内の朗読ボランティアが広報とちぎの音声テープを作成しています。ご入用の方はお気軽に広報課まで
お問合せください。《☎：0282（21）2316》

ほんわかカフェとの交流会
　8月 21 日、地域子育て支援センターふじおかで「ほ
んわかカフェ」との交流会が開催されました。9組の親子、
19名の高齢者、そして 10名の中学生ボランティアが参
加し、約 1時間半にわたり多世代交流を楽しみました。
　最初は手遊びで童謡を歌いながら「ぐーぱー体操」を行い、
体をほぐした後、参加者それぞれがさまざまなミニゲームに取
り組みました。特に盛り上がったのは「さかなつりコーナー」
です。ブルーシートの上に並べられた魚の絵を、糸を垂らした
竿で釣り上げます。「あれを釣ってみて」「これがいいよ」など、
にぎやかな声が飛び交いました。最後には子どもたちにプレゼ
ントが手渡され、笑顔いっぱいの交流会となりました。

　自宅の引越し準備に追われていま
す。無駄なものは増やさないと誓っ
ていたはずなのに、気付けばものだ
らけ…。泣く泣く断捨離をする毎日
です。今回の反省を活かし、今後は
無駄なもののない洗練された生活を
する！と強く思っていますが、いつ
まで続くか怪しいところです。（関）
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　8月 23日、関東ホーチキにしかた体育
館にて「にしかた子ども夏まつり」が開
催されました。2年ぶりに開催された今年
のお祭りでは、中学生ブラスバンド「チー
ムブラバン」の演奏を始め子ども達が発表
を行いました。屋外では、はしご車・ＶＲ
防災体験、レクサスパトカー・自衛隊車両
の展示、お化け屋敷やお菓子まきなど沢山
の催しに、会場は大盛り上がりでした。最
後は普段の子ども達の学校での様子や、来
場された皆様を撮影した「撮って出しムー
ビー」を鑑賞しフィナーレを迎えました。

にしかた子ども夏まつり

　
７
月
29
日
、
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
て
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
『
ち
ょ
こ
リ

ハ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
の
方
や
ご

家
族
、
認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
が
、
気
軽
に

集
ま
り
、
交
流
を
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
市
内

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の

『
ち
ょ
こ
リ
ハ
』
は
、今
年
の
６
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
予
防

を
テ
ー
マ
と
し
た
理
学
療
法
士
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
体
験
や
、
看
護
師
に
よ
る
認
知
症
の
話

を
お
聞
き
し
な
が
ら
脳
に
い
い
習
慣
を
参
加
者

で
考
え
、
認
知
症
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ  

ち
ょ
こ
リ
ハ

　きらりとちぎ人の取材で、『コロ
ポックル』の公演を観賞しました。
スマホで簡単に映画やアニメを見る
ことが出来るエンタメにあふれた今
の子ども達が劇に集中し、時には出
演者との掛け合いを楽む姿に、生の
舞台の力と皆さんの熱意を感じる素
敵な公演でした。（塚）

小
野
寺
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　
７
月
26
日
、CITY FO

O
TBALL ACADEM

Y

に
て
、小
野
寺
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
野
寺
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
を

か
る
た
に
し
た
「
大
判
小
野
寺
か
る
た
大
会
」

や
割
り
ば
し
鉄
砲
を
始
め
と
し
た
昔
遊
び
コ
ー

ナ
ー
に
は
多
く
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ェ
ス
タ
の
最
後
は
打
ち
上
げ
花
火
で
締

め
く
く
り
、
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

蔵の街サマーフェスタ 2025
　8月 2日・3日、とちぎ山車会館前広場、蚤
の市通り、銀座通り、巴波川などを会場に、「蔵
の街サマーフェスタ 2025」が開催されました。
初日の夜はあいにくの大雨に見舞われました
が、2日間を通して、ステージではダンスや太
鼓などのパフォーマンスが披露され、大いに盛
り上がりました。蚤の市通りではマルシェ、巴
波川ではダックレースなど、様々な催しが行わ
れました。
　2日間で延べ 7万人が訪れ、にぎわいのあ
る夏のひと時となりました。

▶
頭
と
体
を
使
っ
た
二
重

課
題
運
動
で
認
知
機
能
向
上

▶
脳
に
い
い
習
慣
を
話

し
合
い
ま
し
た

▲ 取り札へ一直線

▲ ワニが出てきてビックリゲーム▲ さかなつりゲーム

◀
大
判
小
野
寺
か
る
た

◀
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た

▶
美
味
し
い
か
き
氷

▲ 盆踊りの後、お菓子まきが行われました▲チームブラバンの素敵な演奏
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令和６年

10月生まれの
赤ちゃん

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者名を記入のうえ
〒328-8686栃木市役所広報課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。※市内在住のお子さんに限ります
（締め切り）令和6年12月生まれ10月14日（火）、令和7年1月生まれ11月12日（水）※封筒に差出人住所を明記ください。

藤
ふじぬま

沼  新
あらた

ちゃん藤
ふじ い

井昭
あき と

登ちゃん

村
むら た

田愛
ら な

來ちゃん西
にしざわ

澤佳
か こ

子ちゃん清
しみ ず

水璃
り た

大ちゃん小
おが わ

川莉
り く

玖ちゃん

山
やま ね

根千
ちあ き

明ちゃん金
かね だ

田燈
と あ

空ちゃん強
すね や

矢美
みゆ う

佑ちゃん安
あんどう

藤羽
は の

叶ちゃん

平
ひら の

野文
ふみ か

椛ちゃん 髙
たかはし

橋果
かり ん

鈴ちゃん
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